




ブロッコリーと卵の
マヨ炒め

　ＣＯＰＤになると食欲が減って、
栄養不足になりやすいもの。毎日の
食事を見直して、しっかりと栄養を
とることが大切です。

痩せ型COPD患者さん向け
手軽に
脂質アップ！

ブロッコリー 120g
ちくわ 60g
コーン（缶詰） 60g
マヨネーズ 大さじ3
卵 Mサイズ3個
粗挽き胡椒 少々

材料 2人分

【大人１人分あたり】たんぱく質：17.2g／脂質：22.2g／食塩相当量：1.5g

エネルギー
（1人前）

309
kcal

つくり方

フライパンにマヨネーズ大さじ1を入れて熱し、
そこにブロッコリーを入れ炒める。

ブロッコリーは小さめの小房に分け、軸は薄切りにする。ちくわは斜め切りにする。

卵3個をボウルに割りほぐす。

1
2
3

4
5
残りのマヨネーズ、ちくわ、コーンを入れ、軽く混ぜたら粗挽き胡椒を加える。

具材を端に寄せて溶き卵を入れ、半熟になったら全体を大きく混ぜて炒める。

半熟にすると
卵がふわふわに

マヨネーズで手軽に脂質アップ！
高エネルギーを摂取しよう

痩せ傾向にあるCOPD患者さん
は、少量でも高エネルギーを摂取で
きる「脂質」を上手にとることが重
要です。マヨネーズで味付けをしつ
つ、効率よく脂質をとりましょう。

●食物アレルギー対応ではありません

WEBでも
公開中！

そのほか
COPD患者さんの体型別の
レシピはこちらから！
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タテ、ヨコのカギを解いてマス目を埋めよう！
二重枠に入ったアルファベットのＡ～Ｆの順に文字を並べると答えが出るよ！
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流行性感冒とも言う呼吸器系疾
患。冬に流行します
ぜん息の治療は医師の〇〇〇を
受けながら主体的に自己管理する
ことが大切です
魚の呼吸器官
急性〇〇〇〇〇〇はウイルスによ
るものが多いです
布〇〇　ぼろ〇〇
〇〇〇レール　ボディ〇〇〇
正統からはずれていると〇〇〇児
と呼ばれたりします
昼寝のこと
口や鼻から入った空気の通り道か
ら病気がうつること。ぜん息や
COPDの人は注意が必要です
しゃっくりはここのけいれんで起こり
ます。効率のよい呼吸のために普
段から鍛えることが大切です
〇〇のすみか
3時と5時の間
ぜん息の発作が起こる原因の一つ
にハウスダストなどの〇〇〇があり
ます
ラインだけ描かれています。ぬり絵
はこれですね
水は液体、氷は〇〇〇
ウォーキングなどで〇〇〇を動かす
ことも大事です
呼吸困難が強度になると〇〇を動
かす〇〇呼吸になってしまうことが
あります
ＣＯＰＤを日本語で言うと「慢性閉
塞性〇〇疾患」。〇〇の生活習慣
病とも言われます
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ブロッコリーと卵の
マヨ炒め

　ＣＯＰＤになると食欲が減って、
栄養不足になりやすいもの。毎日の
食事を見直して、しっかりと栄養を
とることが大切です。

痩せ型COPD患者さん向け
手軽に
脂質アップ！

ブロッコリー 120g
ちくわ 60g
コーン（缶詰） 60g
マヨネーズ 大さじ3
卵 Mサイズ3個
粗挽き胡椒 少々

材料 2人分

【大人１人分あたり】たんぱく質：17.2g／脂質：22.2g／食塩相当量：1.5g

エネルギー
（1人前）

309
kcal

つくり方

フライパンにマヨネーズ大さじ1を入れて熱し、
そこにブロッコリーを入れ炒める。

ブロッコリーは小さめの小房に分け、軸は薄切りにする。ちくわは斜め切りにする。

卵3個をボウルに割りほぐす。

1
2
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5
残りのマヨネーズ、ちくわ、コーンを入れ、軽く混ぜたら粗挽き胡椒を加える。

具材を端に寄せて溶き卵を入れ、半熟になったら全体を大きく混ぜて炒める。

半熟にすると
卵がふわふわに

マヨネーズで手軽に脂質アップ！
高エネルギーを摂取しよう

痩せ傾向にあるCOPD患者さん
は、少量でも高エネルギーを摂取で
きる「脂質」を上手にとることが重
要です。マヨネーズで味付けをしつ
つ、効率よく脂質をとりましょう。

●食物アレルギー対応ではありません

WEBでも
公開中！

そのほか
COPD患者さんの体型別の
レシピはこちらから！
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流行性感冒とも言う呼吸器系疾
患。冬に流行します
ぜん息の治療は医師の〇〇〇を
受けながら主体的に自己管理する
ことが大切です
魚の呼吸器官
急性〇〇〇〇〇〇はウイルスによ
るものが多いです
布〇〇　ぼろ〇〇
〇〇〇レール　ボディ〇〇〇
正統からはずれていると〇〇〇児
と呼ばれたりします
昼寝のこと
口や鼻から入った空気の通り道か
ら病気がうつること。ぜん息や
COPDの人は注意が必要です
しゃっくりはここのけいれんで起こり
ます。効率のよい呼吸のために普
段から鍛えることが大切です
〇〇のすみか
3時と5時の間
ぜん息の発作が起こる原因の一つ
にハウスダストなどの〇〇〇があり
ます
ラインだけ描かれています。ぬり絵
はこれですね
水は液体、氷は〇〇〇
ウォーキングなどで〇〇〇を動かす
ことも大事です
呼吸困難が強度になると〇〇を動
かす〇〇呼吸になってしまうことが
あります
ＣＯＰＤを日本語で言うと「慢性閉
塞性〇〇疾患」。〇〇の生活習慣
病とも言われます
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受
診
し
た
と
こ
ろ
、実
は
ぜ
ん
息
だ
っ

た
と
判
明
し
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
よ
う

で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
後
遺
症
に

な
ら
な
い
よ
う
な
対
策
は
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
。ひ
と
つ
は
新
型
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
と
い
え
ま
す
。有
効
な

ワ
ク
チ
ン
を
打
っ
て
お
く
と
、感
染
し

て
も
ウ
イ
ル
ス
量
が
低
減
さ
れ
る
た

め
、症
状
も
後
遺
症
も
軽
く
な
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。実
際
に
海
外
の
研
究

で
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

か
か
る
前
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
、そ
の

後
の
後
遺
症
の
リ
ス
ク
を
減
少
さ
せ

る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
点
、

抗
ウ
イ
ル
ス
薬
も
後
遺
症
を
減
ら
す

可
能
性
が
あ
り
、今
後
明
確
に
な
っ
て

ゆ
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
感
染
後
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の

実
施
も
後
遺
症
を
減
ら
す
可
能
性
が

あ
り
そ
う
で
す（
図
１
）。Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
22

年
９
月
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
最
新
版
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
、呼
吸

障
害
や
疲
労
感・倦
怠
感
な
ど
の
後
遺

症
の
症
状
に
合
わ
せ
た
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。た

だ
、現
状
で
は
直
接
の
エ
ビ
デ
ン
ス
が

乏
し
く
、多
く
が
条
件
付
き
の
推
奨
に

と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
は
こ
れ
ま
で
も
感
染
初
期
な
ど

で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。初
期
治
療
が

終
わ
り
退
院
し
た
後
に
、呼
吸
法
の
指

導
と
、有
酸
素
運
動
、下
肢
筋
力
増
強

の
運
動
指
導
を
し
た
場
合
、運
動
能
力

や
筋
力
の
改
善
に
効
果
的
だ
っ
た
と

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
後
遺
症
の
多
く
は
時
間
の
経
過
で
改

善
し
ま
す
が
、３
か
月
以
上
続
く
よ
う

な
ら
、か
か
り
つ
け
医
を
受
診
す
る
こ

と
も
考
え
て
く
だ
さ
い
。症
状
に
よ
っ

て
は
専
門
医
を
紹
介
さ
れ
、精
密
検
査

な
ど
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。た

だ
、後
遺
症
の
具
体
的
な
治
療
は
確
立

し
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　
一
方
、日
本
の
後
遺
症
調
査
は
ア
ル

フ
ァ
株
な
ど
の
流
行
時
の
調
査
で
、現

亡
く
な
る
方
も
増
え
て
い
る
の
で
、依

然
と
し
て
警
戒
は
必
要
で
し
ょ
う
。

　
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
を
ど
う
過
ご
す
か

で
、気
に
な
る
の
が
い
わ
ゆ
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
後
遺
症
で
す
。ど
の
よ

う
な
症
状
で
、何
か
対
策
が
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
。

後
遺
症
と
い
う
と
治
ら
な
い
イ

メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、新
型
コ
ロ
ナ

の
い
わ
ゆ
る
後
遺
症
は
医
学
的
に
は
罹

患
後
症
状
と
呼
ば
れ
ま
す
。Ｗ
Ｈ
Ｏ（
世

界
保
健
機
関
）は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
感
染
し
、少
な
く
と
も
３
か
月
以

降
に
、２
か
月
以
上
続
い
て
い
て
、他
の

疾
患
に
よ
る
症
状
と
し
て
説
明
で
き
な

い
も
の
と
定
義
し
て
い
ま
す
。日
本
で

も
厚
生
労
働
科
学
特
別
研
究
で
調
査

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症

診
療
の
手
引
き
　
別

冊
罹
患
後
症
状
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」に

よ
る
と
、代
表
的
な
症
状
と
し
て
は
、疲

労
感・倦
怠
感
、関
節
痛
、筋
肉
痛
、咳
、

喀
痰
、息
切
れ
、胸
痛
、脱
毛
、記
憶
障

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
２
０
２
０

年
１
月
、中
国・湖
北
省
武
漢
市
で
原

因
不
明
の
肺
炎
患
者
か
ら
発
見
さ
れ

ま
し
た
。コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
典
型
的

な
か
ぜ
症
状
を
起
こ
す
ウ
イ
ル
ス
で
す

が
、こ
の
新
型
ウ
イ
ル
ス
は
人
類
が
初

め
て
接
し
た
も
の
で
誰
も
免
疫
を
持
っ

て
い
な
い
た
め
、ま
た
た
く
間
に
全
世

界
に
広
ま
り
ま
し
た
。23
年
１
月
15
日

ま
で
に
、全
世
界
の
感
染
者
は
約
６
億

６
７
０
０
万
人
、死
者
は
約
６
７
２
万

人
、日
本
で
も
約
３
１
３
０
万
人
が
感

染
し
、６
万
２
２
７
２
人
が
亡
く
な
っ
て

い
ま
す（
グ
ラ
フ
１
）。

　
ウ
イ
ル
ス
は
変
異
を
繰
り
返
し
、日

本
で
は
第
４
波（
21
年
４
〜
６
月
）は

感
染
力
の
強
い
ア
ル
フ
ァ（
α
）株
が
中

感
染
力
強
い
が
軽
症
の

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
が
主
流
に

　新型コロナウイルス感染症は、2023年1月になると高齢者の死亡者が急増するなど、いまだ収束の
兆しが見えません。しかし、ワクチン接種の進展やウイルスの変異による症状の軽症化、治療薬の登
場などにより、これまでより脅威は薄らいできたといえそうです。ぜん息やCOPDの患者さんと家族に
とっては、新型コロナウイルスと共存する、これからのウイズコロナの時代をどう過ごすかが課題にな
るでしょう。新型コロナウイルス感染症の最新情報や、気になる後遺症の実態などとともに、2回にわ
たりお伝えしてきたぜん息とCOPDとの関係を総まとめします。日本呼吸器学会前理事長で高知大学
医学部呼吸器・アレルギー内科学教授の横山彰仁先生と、すこやかライフ編集委員で帝京大学医学
部内科学講座呼吸器・アレルギー学教授の長瀬洋之先生にお話を伺いました。

ぜん息、COPDと
新型コロナウイルス感染症
ウイズコロナの過ごし方

心
で
し
た
が
、第
５
波（
21
年
７
〜
10

月
）で
重
症
化
リ
ス
ク
の
高
い
デ
ル
タ

（
δ
）株
に
な
り
、第
６
波（
22
年
１
〜
４

月
）以
降
は
、感
染
力
は
強
い
が
比
較

的
軽
症
で
す
む
オ
ミ
ク
ロ
ン（
ο
）株
に

な
り
ま
し
た
。流
行
当
初
は
特
効
薬
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、21
年
に
な
る

と
新
開
発
の
治
療
薬
が
相
次
い
で
登

場
。日
本
で
は
軽
症
者
向
け
の
飲
み
薬

も
含
め
て
10
種
の
治
療
薬
が
使
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
発
症
を
予
防
し
た
り
重
症
化
を
防

ぐ
ワ
ク
チ
ン
は
、日
本
で
は
21
年
２
月

か
ら
接
種
が
始
ま
り
、現
在
で
は
フ
ァ

イ
ザ
ー
社
製
、武
田
／
モ
デ
ル
ナ
社

製
、ア
ス
ト
ラ
ゼ
ネ
カ
社
製
、武
田
／
ノ

バ
バ
ッ
ク
ス
社
製
の
４
種
が
使
わ
れ
て

い
ま
す
。ワ
ク
チ
ン
は
時
間
の
経
過
と

と
も
に
効
果
が
薄
れ
る
た
め
追
加
接

種
も
実
施
さ
れ
、希
望
者
に
は
５
回
目

の
接
種
が
進
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、オ
ミ

ク
ロ
ン
株
に
対
応
し
た
ワ
ク
チ
ン
も
22

年
９
月
か
ら
接
種
が
始
ま
り
ま
し
た
。

23
年
１
月
13
日
ま
で
に
、日
本
の
ワ
ク

チ
ン
総
接
種
回
数
は
３
億
７
４
０
０
万

回
を
超
え
、こ
の
う
ち
２
回
接
種
を
終

え
た
人
は
約
１
億
３
１
７
万
人
、人
口

の
80・４
％
、３
回
接
種
を
終
え
た
人
は

約
８
５
３
８
万
人
、67・８
％
に
達
し
て

い
ま
す（
表
１
）。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
進
展
や
治
療
薬
の

開
発
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
自
体
の

変
異
に
よ
り
、最
近
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
は
流
行
当
初
よ
り
軽

症
で
す
む
傾
向
に
な
っ
て
い
ま
す
。第

６
波
以
降
は
、感
染
に
よ
る
肺
炎
が
悪

化
し
て
重
症
化
す
る
ケ
ー
ス
は
少
な
く

な
り
、基
礎
疾
患
や
全
身
状
態
が
悪
化

し
て
死
亡
す
る
高
齢
患
者
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。現
在
は
、オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の

中
で
も
、よ
り
感
染
力
の
強
い
タ
イ
プ

が
流
行
し
て
い
ま
す
。感
染
者
が
大
幅

に
増
え
、そ
れ
に
伴
い
重
症
化
し
た
り
、

ワ
ク
チ
ン
２
回
接
種
は
１
億
人
超

感
染
後
に
長
引
く
症
状
も

（本内容は2023年１月現在）
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その3

小
児

成
人・高
齢
者

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ

治
療
薬
が
相
次
ぎ
登
場

ワ
ク
チ
ン
接
種
も
進
む

害
、集
中
力
低
下
、頭
痛
、抑
う
つ
、嗅
覚

障
害
、味
覚
障
害
、動
悸
、下
痢
、腹
痛
、

睡
眠
障
害
、筋
力
低
下
が
示
さ
れ
て
い

ま
す（
グ
ラ
フ
２
）。

　
入
院
す
る
な
ど
中
等
症
以
上
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
患
者
約

１
０
０
０
人（
２
０
２
０
年
９
月
〜
21
年

５
月
に
入
院
）を
対
象
に
し
た
調
査（
厚

生
労
働
科
学
特
別
研
究
事
業
横
山
班

報
告
）で
は
、発
症
初
期
の
症
状
は
発
熱

86・９
％
、咳
67・３
％
、倦
怠
感
64・１
％

の
順
で
、退
院
３
か
月
後
に
は
筋
力
の

低
下
の
自
覚
50・１
％
、呼
吸
困
難
30・

２
％
、倦
怠
感
25・６
％
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。い
ず
れ
の
症
状
も
時
間
と
と
も

に
頻
度
が
低
下
し
て
い
ま
し
た
が
、１

年
後
で
も
約
５
〜
10
％
で
残
り
、何
ら

か
の
症
状
が
あ
る
人
は
13・６
％
と
い

う
結
果
で
し
た
。入
院
時
に
重
症
だ
っ

た
人
や
呼
吸
器
系
の
基
礎
疾
患
が
あ

る
人
に
、症
状
が
出
や
す
い
傾
向
が

あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
海
外
の
後
遺
症
調
査
で
も
、出
現
す

る
症
状
の
割
合
や
程
度
、改
善
す
る
傾

向
も
ほ
ぼ
同
様
で
す
。た
だ
、後
遺
症

が
起
こ
る
仕
組
み
は
不
明
な
点
が
多

い
で
す
が
、ぜ
ん
息
や
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
が
基

礎
に
あ
る
と
、呼
吸
器
症
状
が
残
り
や

す
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。ぜ
ん

息
や
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
で
な
い
方
で
、新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
後
も
咳
が
続
く

の
で
、後
遺
症
で
は
な
い
か
と
疑
っ
て

在
の
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
流
行
と
は
傾
向

が
違
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。イ
ギ
リ

ス
の
研
究
で
は
デ
ル
タ
株
流
行
時
に
は

感
染
者
の
10・８
％
に
後
遺
症
の
症
状

が
出
た
の
に
対
し
、オ
ミ
ク
ロ
ン
株
で

は
４・５
％
に
低
下
し
た
と
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。ま
た
、海
外
の
い
く
つ
か
の

論
文
を
解
析
し
た
と
こ
ろ
、新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
重
症
度
が
後
遺

症
の
リ
ス
ク
で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ

ま
し
た
。後
遺
症
の
症
状
に
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
と
は
関
係
な

日本国内の新規感染者数と死亡者数の推移グラフ1

ワクチン接種回数と内訳表1

厚生労働省ホームページをもとに作成

出典：首相官邸HPより

※ 総接種回数は、オミクロン株対応ワクチンの接種回数を含む。
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死亡者数

新規感染者数

回　数

人口あたり
接種率

総接種回数

374,019,729

ー

1回目接種完了者

104,579,186

81.4%

2回目接種完了者

103,179,289

80.4%

3回目接種完了者※

85,387,517

67.8%

4回目接種完了者※

55,752,424

ー

5回目接種完了者※

25,121,313

ー

く
、一般
的
に
見
ら
れ
る
不
定
愁
訴（
何

と
な
く
体
調
が
悪
い
状
態
）も
含
ま
れ

る
た
め
、症
状
を
訴
え
る
方
が
多
め
に

見
積
も
ら
れ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
と

い
え
ま
す
。後
遺
症
は
時
間
の
経
過
と

と
も
に
改
善
す
る
傾
向
に
あ
る
の
で
、

あ
ま
り
深
刻
に
と
ら
え
な
く
て
も
よ
い

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。



受
診
し
た
と
こ
ろ
、実
は
ぜ
ん
息
だ
っ

た
と
判
明
し
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
よ
う

で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
後
遺
症
に

な
ら
な
い
よ
う
な
対
策
は
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
。ひ
と
つ
は
新
型
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
と
い
え
ま
す
。有
効
な

ワ
ク
チ
ン
を
打
っ
て
お
く
と
、感
染
し

て
も
ウ
イ
ル
ス
量
が
低
減
さ
れ
る
た

め
、症
状
も
後
遺
症
も
軽
く
な
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。実
際
に
海
外
の
研
究

で
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

か
か
る
前
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
、そ
の

後
の
後
遺
症
の
リ
ス
ク
を
減
少
さ
せ

る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
点
、

抗
ウ
イ
ル
ス
薬
も
後
遺
症
を
減
ら
す

可
能
性
が
あ
り
、今
後
明
確
に
な
っ
て

ゆ
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
感
染
後
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の

実
施
も
後
遺
症
を
減
ら
す
可
能
性
が

あ
り
そ
う
で
す（
図
１
）。Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
22

年
９
月
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
最
新
版
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
、呼
吸

障
害
や
疲
労
感・倦
怠
感
な
ど
の
後
遺

症
の
症
状
に
合
わ
せ
た
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。た

だ
、現
状
で
は
直
接
の
エ
ビ
デ
ン
ス
が

乏
し
く
、多
く
が
条
件
付
き
の
推
奨
に

と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
は
こ
れ
ま
で
も
感
染
初
期
な
ど

で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。初
期
治
療
が

終
わ
り
退
院
し
た
後
に
、呼
吸
法
の
指

導
と
、有
酸
素
運
動
、下
肢
筋
力
増
強

の
運
動
指
導
を
し
た
場
合
、運
動
能
力

や
筋
力
の
改
善
に
効
果
的
だ
っ
た
と

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
後
遺
症
の
多
く
は
時
間
の
経
過
で
改

善
し
ま
す
が
、３
か
月
以
上
続
く
よ
う

な
ら
、か
か
り
つ
け
医
を
受
診
す
る
こ

と
も
考
え
て
く
だ
さ
い
。症
状
に
よ
っ

て
は
専
門
医
を
紹
介
さ
れ
、精
密
検
査

な
ど
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。た

だ
、後
遺
症
の
具
体
的
な
治
療
は
確
立

し
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　
一
方
、日
本
の
後
遺
症
調
査
は
ア
ル

フ
ァ
株
な
ど
の
流
行
時
の
調
査
で
、現

亡
く
な
る
方
も
増
え
て
い
る
の
で
、依

然
と
し
て
警
戒
は
必
要
で
し
ょ
う
。

　
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
を
ど
う
過
ご
す
か

で
、気
に
な
る
の
が
い
わ
ゆ
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
後
遺
症
で
す
。ど
の
よ

う
な
症
状
で
、何
か
対
策
が
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
。

後
遺
症
と
い
う
と
治
ら
な
い
イ

メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、新
型
コ
ロ
ナ

の
い
わ
ゆ
る
後
遺
症
は
医
学
的
に
は
罹

患
後
症
状
と
呼
ば
れ
ま
す
。Ｗ
Ｈ
Ｏ（
世

界
保
健
機
関
）は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
感
染
し
、少
な
く
と
も
３
か
月
以

降
に
、２
か
月
以
上
続
い
て
い
て
、他
の

疾
患
に
よ
る
症
状
と
し
て
説
明
で
き
な

い
も
の
と
定
義
し
て
い
ま
す
。日
本
で

も
厚
生
労
働
科
学
特
別
研
究
で
調
査

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症

診
療
の
手
引
き
　
別

冊
罹
患
後
症
状
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」に

よ
る
と
、代
表
的
な
症
状
と
し
て
は
、疲

労
感・倦
怠
感
、関
節
痛
、筋
肉
痛
、咳
、

喀
痰
、息
切
れ
、胸
痛
、脱
毛
、記
憶
障

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
２
０
２
０

年
１
月
、中
国・湖
北
省
武
漢
市
で
原

因
不
明
の
肺
炎
患
者
か
ら
発
見
さ
れ

ま
し
た
。コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
典
型
的

な
か
ぜ
症
状
を
起
こ
す
ウ
イ
ル
ス
で
す

が
、こ
の
新
型
ウ
イ
ル
ス
は
人
類
が
初

め
て
接
し
た
も
の
で
誰
も
免
疫
を
持
っ

て
い
な
い
た
め
、ま
た
た
く
間
に
全
世

界
に
広
ま
り
ま
し
た
。23
年
１
月
15
日

ま
で
に
、全
世
界
の
感
染
者
は
約
６
億

６
７
０
０
万
人
、死
者
は
約
６
７
２
万

人
、日
本
で
も
約
３
１
３
０
万
人
が
感

染
し
、６
万
２
２
７
２
人
が
亡
く
な
っ
て

い
ま
す（
グ
ラ
フ
１
）。

　
ウ
イ
ル
ス
は
変
異
を
繰
り
返
し
、日

本
で
は
第
４
波（
21
年
４
〜
６
月
）は

感
染
力
の
強
い
ア
ル
フ
ァ（
α
）株
が
中

感
染
力
強
い
が
軽
症
の

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
が
主
流
に

　新型コロナウイルス感染症は、2023年1月になると高齢者の死亡者が急増するなど、いまだ収束の
兆しが見えません。しかし、ワクチン接種の進展やウイルスの変異による症状の軽症化、治療薬の登
場などにより、これまでより脅威は薄らいできたといえそうです。ぜん息やCOPDの患者さんと家族に
とっては、新型コロナウイルスと共存する、これからのウイズコロナの時代をどう過ごすかが課題にな
るでしょう。新型コロナウイルス感染症の最新情報や、気になる後遺症の実態などとともに、2回にわ
たりお伝えしてきたぜん息とCOPDとの関係を総まとめします。日本呼吸器学会前理事長で高知大学
医学部呼吸器・アレルギー内科学教授の横山彰仁先生と、すこやかライフ編集委員で帝京大学医学
部内科学講座呼吸器・アレルギー学教授の長瀬洋之先生にお話を伺いました。

ぜん息、COPDと
新型コロナウイルス感染症
ウイズコロナの過ごし方

心
で
し
た
が
、第
５
波（
21
年
７
〜
10

月
）で
重
症
化
リ
ス
ク
の
高
い
デ
ル
タ

（
δ
）株
に
な
り
、第
６
波（
22
年
１
〜
４

月
）以
降
は
、感
染
力
は
強
い
が
比
較

的
軽
症
で
す
む
オ
ミ
ク
ロ
ン（
ο
）株
に

な
り
ま
し
た
。流
行
当
初
は
特
効
薬
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、21
年
に
な
る

と
新
開
発
の
治
療
薬
が
相
次
い
で
登

場
。日
本
で
は
軽
症
者
向
け
の
飲
み
薬

も
含
め
て
10
種
の
治
療
薬
が
使
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
発
症
を
予
防
し
た
り
重
症
化
を
防

ぐ
ワ
ク
チ
ン
は
、日
本
で
は
21
年
２
月

か
ら
接
種
が
始
ま
り
、現
在
で
は
フ
ァ

イ
ザ
ー
社
製
、武
田
／
モ
デ
ル
ナ
社

製
、ア
ス
ト
ラ
ゼ
ネ
カ
社
製
、武
田
／
ノ

バ
バ
ッ
ク
ス
社
製
の
４
種
が
使
わ
れ
て

い
ま
す
。ワ
ク
チ
ン
は
時
間
の
経
過
と

と
も
に
効
果
が
薄
れ
る
た
め
追
加
接

種
も
実
施
さ
れ
、希
望
者
に
は
５
回
目

の
接
種
が
進
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、オ
ミ

ク
ロ
ン
株
に
対
応
し
た
ワ
ク
チ
ン
も
22

年
９
月
か
ら
接
種
が
始
ま
り
ま
し
た
。

23
年
１
月
13
日
ま
で
に
、日
本
の
ワ
ク

チ
ン
総
接
種
回
数
は
３
億
７
４
０
０
万

回
を
超
え
、こ
の
う
ち
２
回
接
種
を
終

え
た
人
は
約
１
億
３
１
７
万
人
、人
口

の
80・４
％
、３
回
接
種
を
終
え
た
人
は

約
８
５
３
８
万
人
、67・８
％
に
達
し
て

い
ま
す（
表
１
）。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
進
展
や
治
療
薬
の

開
発
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
自
体
の

変
異
に
よ
り
、最
近
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
は
流
行
当
初
よ
り
軽

症
で
す
む
傾
向
に
な
っ
て
い
ま
す
。第

６
波
以
降
は
、感
染
に
よ
る
肺
炎
が
悪

化
し
て
重
症
化
す
る
ケ
ー
ス
は
少
な
く

な
り
、基
礎
疾
患
や
全
身
状
態
が
悪
化

し
て
死
亡
す
る
高
齢
患
者
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。現
在
は
、オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の

中
で
も
、よ
り
感
染
力
の
強
い
タ
イ
プ

が
流
行
し
て
い
ま
す
。感
染
者
が
大
幅

に
増
え
、そ
れ
に
伴
い
重
症
化
し
た
り
、

ワ
ク
チ
ン
２
回
接
種
は
１
億
人
超

感
染
後
に
長
引
く
症
状
も

（本内容は2023年１月現在）
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小
児

成
人・高
齢
者

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ

治
療
薬
が
相
次
ぎ
登
場

ワ
ク
チ
ン
接
種
も
進
む

害
、集
中
力
低
下
、頭
痛
、抑
う
つ
、嗅
覚

障
害
、味
覚
障
害
、動
悸
、下
痢
、腹
痛
、

睡
眠
障
害
、筋
力
低
下
が
示
さ
れ
て
い

ま
す（
グ
ラ
フ
２
）。

　
入
院
す
る
な
ど
中
等
症
以
上
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
患
者
約

１
０
０
０
人（
２
０
２
０
年
９
月
〜
21
年

５
月
に
入
院
）を
対
象
に
し
た
調
査（
厚

生
労
働
科
学
特
別
研
究
事
業
横
山
班

報
告
）で
は
、発
症
初
期
の
症
状
は
発
熱

86・９
％
、咳
67・３
％
、倦
怠
感
64・１
％

の
順
で
、退
院
３
か
月
後
に
は
筋
力
の

低
下
の
自
覚
50・１
％
、呼
吸
困
難
30・

２
％
、倦
怠
感
25・６
％
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。い
ず
れ
の
症
状
も
時
間
と
と
も

に
頻
度
が
低
下
し
て
い
ま
し
た
が
、１

年
後
で
も
約
５
〜
10
％
で
残
り
、何
ら

か
の
症
状
が
あ
る
人
は
13・６
％
と
い

う
結
果
で
し
た
。入
院
時
に
重
症
だ
っ

た
人
や
呼
吸
器
系
の
基
礎
疾
患
が
あ

る
人
に
、症
状
が
出
や
す
い
傾
向
が

あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
海
外
の
後
遺
症
調
査
で
も
、出
現
す

る
症
状
の
割
合
や
程
度
、改
善
す
る
傾

向
も
ほ
ぼ
同
様
で
す
。た
だ
、後
遺
症

が
起
こ
る
仕
組
み
は
不
明
な
点
が
多

い
で
す
が
、ぜ
ん
息
や
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
が
基

礎
に
あ
る
と
、呼
吸
器
症
状
が
残
り
や

す
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。ぜ
ん

息
や
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
で
な
い
方
で
、新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
後
も
咳
が
続
く

の
で
、後
遺
症
で
は
な
い
か
と
疑
っ
て

在
の
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
流
行
と
は
傾
向

が
違
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。イ
ギ
リ

ス
の
研
究
で
は
デ
ル
タ
株
流
行
時
に
は

感
染
者
の
10・８
％
に
後
遺
症
の
症
状

が
出
た
の
に
対
し
、オ
ミ
ク
ロ
ン
株
で

は
４・５
％
に
低
下
し
た
と
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。ま
た
、海
外
の
い
く
つ
か
の

論
文
を
解
析
し
た
と
こ
ろ
、新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
重
症
度
が
後
遺

症
の
リ
ス
ク
で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ

ま
し
た
。後
遺
症
の
症
状
に
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
と
は
関
係
な

日本国内の新規感染者数と死亡者数の推移グラフ1

ワクチン接種回数と内訳表1
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出典：首相官邸HPより

※ 総接種回数は、オミクロン株対応ワクチンの接種回数を含む。
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回　数

人口あたり
接種率

総接種回数

374,019,729

ー

1回目接種完了者

104,579,186

81.4%

2回目接種完了者

103,179,289

80.4%

3回目接種完了者※

85,387,517

67.8%

4回目接種完了者※

55,752,424

ー

5回目接種完了者※

25,121,313

ー

く
、一般
的
に
見
ら
れ
る
不
定
愁
訴（
何

と
な
く
体
調
が
悪
い
状
態
）も
含
ま
れ

る
た
め
、症
状
を
訴
え
る
方
が
多
め
に

見
積
も
ら
れ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
と

い
え
ま
す
。後
遺
症
は
時
間
の
経
過
と

と
も
に
改
善
す
る
傾
向
に
あ
る
の
で
、

あ
ま
り
深
刻
に
と
ら
え
な
く
て
も
よ
い

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。



た
。た
だ
し
、非
ア
レ
ル
ギ
ー
性
ぜ
ん

息
は
重
症
化
し
や
す
い
と
い
う
報
告

も
あ
り
、ぜ
ん
息
の
タ
イ
プ
に
よ
っ
て

は
注
意
が
必
要
で
す
。

　
ぜ
ん
息
で
心
配
さ
れ
る
こ
と
は
最

近
、コ
ン
ト
ロ
ー
ル
不
良
な
方
や
、入

院
す
る
方
が
増
え
る
傾
向
に
あ
る
こ

と
で
す
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
流
行
し
始
め
た
２
０
２
０
年
か

ら
21
年
に
か
け
て
は
、世
界
的
に
小

児
、成
人
と
も
ぜ
ん
息
の
悪
化
に
よ
る

し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、が
ん
の
発
見

の
遅
れ
は
命
に
か
か
わ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。が
ん
検
診
を
受
け
る
際
に

は
、新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
、

マ
ス
ク
な
ど
の
感
染
予
防
策
を
徹
底

し
ま
し
ょ
う
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
リ
ス
ク
を
低
く
し
て
、な
る
べ

く
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
患
者
ご
本
人
が
、が
ん
検

診
に
消
極
的
な
場
合
、ご
家
族
が
検
診

を
受
け
る
よ
う
促
す
こ
と
も
大
切
で

す
。高
齢
の
ご
両
親
と
離
れ
て
暮
ら
す

場
合
な
ど
は
、社
会
的
な
孤
立
を
避
け

る
点
か
ら
も
、頻
繁
に
電
話
な
ど
で
連

絡
を
と
り
ま
し
ょ
う
。そ
の
際
、「
が
ん

検
診
を
受
け
て
ほ
し
い
」と
つ
け
加
え

て
く
だ
さ
い
。

受
診
し
た
と
こ
ろ
、実
は
ぜ
ん
息
だ
っ

た
と
判
明
し
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
よ
う

で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
後
遺
症
に

な
ら
な
い
よ
う
な
対
策
は
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
。ひ
と
つ
は
新
型
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
と
い
え
ま
す
。有
効
な

ワ
ク
チ
ン
を
打
っ
て
お
く
と
、感
染
し

て
も
ウ
イ
ル
ス
量
が
低
減
さ
れ
る
た

め
、症
状
も
後
遺
症
も
軽
く
な
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。実
際
に
海
外
の
研
究

で
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

か
か
る
前
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
、そ
の

後
の
後
遺
症
の
リ
ス
ク
を
減
少
さ
せ

る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
点
、

抗
ウ
イ
ル
ス
薬
も
後
遺
症
を
減
ら
す

可
能
性
が
あ
り
、今
後
明
確
に
な
っ
て

ゆ
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
感
染
後
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の

実
施
も
後
遺
症
を
減
ら
す
可
能
性
が

あ
り
そ
う
で
す（
図
１
）。Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
22

年
９
月
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
最
新
版
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
、呼
吸

障
害
や
疲
労
感・倦
怠
感
な
ど
の
後
遺

症
の
症
状
に
合
わ
せ
た
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。た

だ
、現
状
で
は
直
接
の
エ
ビ
デ
ン
ス
が

乏
し
く
、多
く
が
条
件
付
き
の
推
奨
に

と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
は
こ
れ
ま
で
も
感
染
初
期
な
ど

で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。初
期
治
療
が

終
わ
り
退
院
し
た
後
に
、呼
吸
法
の
指

導
と
、有
酸
素
運
動
、下
肢
筋
力
増
強

の
運
動
指
導
を
し
た
場
合
、運
動
能
力

や
筋
力
の
改
善
に
効
果
的
だ
っ
た
と

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
後
遺
症
の
多
く
は
時
間
の
経
過
で
改

善
し
ま
す
が
、３
か
月
以
上
続
く
よ
う

な
ら
、か
か
り
つ
け
医
を
受
診
す
る
こ

と
も
考
え
て
く
だ
さ
い
。症
状
に
よ
っ

て
は
専
門
医
を
紹
介
さ
れ
、精
密
検
査

な
ど
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。た

だ
、後
遺
症
の
具
体
的
な
治
療
は
確
立

し
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　
一
方
、日
本
の
後
遺
症
調
査
は
ア
ル

フ
ァ
株
な
ど
の
流
行
時
の
調
査
で
、現

入
院
患
者
が
大
き
く
減
り
ま
し
た
。こ

れ
は
、ぜ
ん
息
患
者
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
を
防
ぐ
た
め
、マ
ス
ク

の
装
着
や
人
混
み
を
避
け
る
な
ど
の

基
本
的
な
感
染
予
防
策
を
徹
底
し
た

た
め
、こ
れ
が
ぜ
ん
息
を
悪
化
さ
せ
な

い
こ
と
に
効
果
が
あ
っ
た
と
分
析
さ
れ

て
い
ま
す
。ま
た
、ぜ
ん
息
の
悪
化
と

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
不

安
か
ら
、Ｉ
Ｃ
Ｓ
の
吸
入
な
ど
薬
を
き

ち
ん
と
服
用
し
よ
う
と
い
う
意
識
が

向
上
し
た
と
い
う
デ
ー
タ
も
示
さ
れ

て
お
り
、ぜ
ん
息
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に

よ
い
影
響
を
与
え
た
と
み
ら
れ
て
い

ま
す
。

　一方
、22
年
に
な
る
と
、重
症
化
リ
ス

亡
く
な
る
方
も
増
え
て
い
る
の
で
、依

然
と
し
て
警
戒
は
必
要
で
し
ょ
う
。

　
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
を
ど
う
過
ご
す
か

で
、気
に
な
る
の
が
い
わ
ゆ
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
後
遺
症
で
す
。ど
の
よ

う
な
症
状
で
、何
か
対
策
が
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
。

　
後
遺
症
と
い
う
と
治
ら
な
い
イ

メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、新
型
コ
ロ
ナ

の
い
わ
ゆ
る
後
遺
症
は
医
学
的
に
は
罹

患
後
症
状
と
呼
ば
れ
ま
す
。Ｗ
Ｈ
Ｏ（
世

界
保
健
機
関
）は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
感
染
し
、少
な
く
と
も
３
か
月
以

降
に
、２
か
月
以
上
続
い
て
い
て
、他
の

疾
患
に
よ
る
症
状
と
し
て
説
明
で
き
な

い
も
の
と
定
義
し
て
い
ま
す
。日
本
で

も
厚
生
労
働
科
学
特
別
研
究
で
調
査

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症 

診
療
の
手
引
き
　
別

冊 

罹
患
後
症
状
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」に

よ
る
と
、代
表
的
な
症
状
と
し
て
は
、疲

労
感・倦
怠
感
、関
節
痛
、筋
肉
痛
、咳
、

喀
痰
、息
切
れ
、胸
痛
、脱
毛
、記
憶
障

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
２
０
２
０

年
１
月
、中
国・湖
北
省
武
漢
市
で
原

因
不
明
の
肺
炎
患
者
か
ら
発
見
さ
れ

ま
し
た
。コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
典
型
的

な
か
ぜ
症
状
を
起
こ
す
ウ
イ
ル
ス
で
す

が
、こ
の
新
型
ウ
イ
ル
ス
は
人
類
が
初

め
て
接
し
た
も
の
で
誰
も
免
疫
を
持
っ

て
い
な
い
た
め
、ま
た
た
く
間
に
全
世

界
に
広
ま
り
ま
し
た
。23
年
１
月
15
日

ま
で
に
、全
世
界
の
感
染
者
は
約
６
億

６
７
０
０
万
人
、死
者
は
約
６
７
２
万

人
、日
本
で
も
約
３
１
３
０
万
人
が
感

染
し
、６
万
２
２
７
２
人
が
亡
く
な
っ
て

い
ま
す（
グ
ラ
フ
１
）。

　
ウ
イ
ル
ス
は
変
異
を
繰
り
返
し
、日

本
で
は
第
４
波（
21
年
４
〜
６
月
）は

感
染
力
の
強
い
ア
ル
フ
ァ（
α
）株
が
中

ぜ
ん
息
患
者
は

か
か
り
に
く
い
が
定
着

ぜ
ん
息
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
不
良
が

増
加
の
傾
向

心
で
し
た
が
、第
５
波（
21
年
７
〜
10

月
）で
重
症
化
リ
ス
ク
の
高
い
デ
ル
タ

（
δ
）株
に
な
り
、第
６
波（
22
年
１
〜
４

月
）以
降
は
、感
染
力
は
強
い
が
比
較

的
軽
症
で
す
む
オ
ミ
ク
ロ
ン（
ο
）株
に

な
り
ま
し
た
。流
行
当
初
は
特
効
薬
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、21
年
に
な
る

と
新
開
発
の
治
療
薬
が
相
次
い
で
登

場
。日
本
で
は
軽
症
者
向
け
の
飲
み
薬

も
含
め
て
10
種
の
治
療
薬
が
使
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
発
症
を
予
防
し
た
り
重
症
化
を
防

ぐ
ワ
ク
チ
ン
は
、日
本
で
は
21
年
２
月

か
ら
接
種
が
始
ま
り
、現
在
で
は
フ
ァ

イ
ザ
ー
社
製
、武
田
／
モ
デ
ル
ナ
社

製
、ア
ス
ト
ラ
ゼ
ネ
カ
社
製
、武
田
／
ノ

バ
バ
ッ
ク
ス
社
製
の
４
種
が
使
わ
れ
て

い
ま
す
。ワ
ク
チ
ン
は
時
間
の
経
過
と

と
も
に
効
果
が
薄
れ
る
た
め
追
加
接

種
も
実
施
さ
れ
、希
望
者
に
は
５
回
目

の
接
種
が
進
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、オ
ミ

ク
ロ
ン
株
に
対
応
し
た
ワ
ク
チ
ン
も
22

年
９
月
か
ら
接
種
が
始
ま
り
ま
し
た
。

23
年
１
月
13
日
ま
で
に
、日
本
の
ワ
ク

チ
ン
総
接
種
回
数
は
３
億
７
４
０
０
万

回
を
超
え
、こ
の
う
ち
２
回
接
種
を
終

え
た
人
は
約
１
億
３
１
７
万
人
、人
口

の
80・４
％
、３
回
接
種
を
終
え
た
人
は

約
８
５
３
８
万
人
、67・８
％
に
達
し
て

い
ま
す（
表
１
）。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
進
展
や
治
療
薬
の

開
発
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
自
体
の

変
異
に
よ
り
、最
近
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
は
流
行
当
初
よ
り
軽

症
で
す
む
傾
向
に
な
っ
て
い
ま
す
。第

６
波
以
降
は
、感
染
に
よ
る
肺
炎
が
悪

化
し
て
重
症
化
す
る
ケ
ー
ス
は
少
な
く

な
り
、基
礎
疾
患
や
全
身
状
態
が
悪
化

し
て
死
亡
す
る
高
齢
患
者
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。現
在
は
、オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の

中
で
も
、よ
り
感
染
力
の
強
い
タ
イ
プ

が
流
行
し
て
い
ま
す
。感
染
者
が
大
幅

に
増
え
、そ
れ
に
伴
い
重
症
化
し
た
り
、

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
で

後
遺
症
は
減
少
か

後
遺
症
対
策
に
は

ワ
ク
チ
ン
と
リ
ハ
ビ
リ

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、気
道
の

細
胞
表
面
に
あ
る
Ａ
Ｃ
Ｅ
２（
ア
ン
ジ

オ
テ
ン
シ
ン
変
換
酵
素
２
）受
容
体
を

入
り
口
と
し
て
、人
体
に
侵
入
し
ま

す
。吸
入
ス
テ
ロ
イ
ド
薬（
Ｉ
Ｃ
Ｓ
）を

服
用
す
る
と
、Ａ
Ｃ
Ｅ
２
受
容
体
が
少

な
く
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

２
０
２
１
年
ま
で
の
調
査
で
、「
ぜ
ん
息

患
者
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
か
か
り
に
く
い
」と
い
う
結
果
が

得
ら
れ
、世
界
的
に
定
着
し
て
き
ま
し
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ク
の
高
い
デ
ル
タ
株
な
ど
に
代
わ
り
、

比
較
的
軽
症
で
す
む
オ
ミ
ク
ロ
ン
株

に
よ
る
流
行
が
主
に
な
り
、飲
食
や
行

動
の
制
限
が
徐
々
に
緩
和
さ
れ
て
い

き
ま
し
た
。コ
ン
ト
ロ
ー
ル
不
良
な
ぜ

ん
息
の
方
が
増
え
る
傾
向
の
背
景
に

は
、制
限
の
緩
和
に
伴
う
ぜ
ん
息
患
者

の
活
動
性
の
向
上
が
あ
り
そ
う
で
す
。

比
較
的
軽
症
で
す
む
オ
ミ
ク
ロ
ン
株

と
い
っ
て
も
、し
ば
ら
く「
ウ
イ
ズ
コ
ロ

ナ
」の
時
代
が
続
き
そ
う
で
す
。油
断

す
る
こ
と
な
く
、基
本
的
な
感
染
予
防

策
を
心
が
け
、治
療
を
し
っ
か
り
続
け

る
こ
と
が
大
切
で
し
ょ
う
。

　
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
つ
い
て
も
、「
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
患
者

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
か

か
る
と
重
症
化
し
や
す
い
」と
い
う
考

え
が
定
着
し
て
き
た
よ
う
で
す
。高
齢

で
他
の
疾
患
を
持
つ
人
が
多
い
、肺
に

炎
症
が
あ
る
た
め
ウ
イ
ル
ス
が
増
殖

し
や
す
い
、喫
煙
も
悪
影
響
を
与
え
て

い
る
こ
と
な
ど
が
、重
症
化
し
や
す
い

小 

児

成
人・高
齢
者

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ

害
、集
中
力
低
下
、頭
痛
、抑
う
つ
、嗅
覚

障
害
、味
覚
障
害
、動
悸
、下
痢
、腹
痛
、

睡
眠
障
害
、筋
力
低
下
が
示
さ
れ
て
い

ま
す（
グ
ラ
フ
２
）。

　
入
院
す
る
な
ど
中
等
症
以
上
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
患
者
約

１
０
０
０
人（
２
０
２
０
年
９
月
〜
21
年

５
月
に
入
院
）を
対
象
に
し
た
調
査（
厚

生
労
働
科
学
特
別
研
究
事
業
横
山
班

報
告
）で
は
、発
症
初
期
の
症
状
は
発
熱

86・９
％
、咳
67・３
％
、倦
怠
感
64・１
％

の
順
で
、退
院
３
か
月
後
に
は
筋
力
の

低
下
の
自
覚
50・１
％
、呼
吸
困
難
30・

２
％
、倦
怠
感
25・６
％
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。い
ず
れ
の
症
状
も
時
間
と
と
も

に
頻
度
が
低
下
し
て
い
ま
し
た
が
、１

年
後
で
も
約
５
〜
10
％
で
残
り
、何
ら

か
の
症
状
が
あ
る
人
は
13・６
％
と
い

う
結
果
で
し
た
。入
院
時
に
重
症
だ
っ

た
人
や
呼
吸
器
系
の
基
礎
疾
患
が
あ

る
人
に
、症
状
が
出
や
す
い
傾
向
が

あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
海
外
の
後
遺
症
調
査
で
も
、出
現
す

る
症
状
の
割
合
や
程
度
、改
善
す
る
傾

向
も
ほ
ぼ
同
様
で
す
。た
だ
、後
遺
症

が
起
こ
る
仕
組
み
は
不
明
な
点
が
多

い
で
す
が
、ぜ
ん
息
や
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
が
基

礎
に
あ
る
と
、呼
吸
器
症
状
が
残
り
や

す
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。ぜ
ん

息
や
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
で
な
い
方
で
、新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
後
も
咳
が
続
く

の
で
、後
遺
症
で
は
な
い
か
と
疑
っ
て

在
の
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
流
行
と
は
傾
向

が
違
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。イ
ギ
リ

ス
の
研
究
で
は
デ
ル
タ
株
流
行
時
に
は

感
染
者
の
10・８
％
に
後
遺
症
の
症
状

が
出
た
の
に
対
し
、オ
ミ
ク
ロ
ン
株
で

は
４・５
％
に
低
下
し
た
と
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。ま
た
、海
外
の
い
く
つ
か
の

論
文
を
解
析
し
た
と
こ
ろ
、新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
重
症
度
が
後
遺

症
の
リ
ス
ク
で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ

ま
し
た
。後
遺
症
の
症
状
に
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
と
は
関
係
な

ぜ
ん
息・Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
患
者
が

注
意
す
べ
き
こ
と

理
由
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、重
症
化
し
や
す
い
デ
ル
タ

株
な
ど
が
流
行
し
て
い
た
時
期
に
比

べ
る
と
、オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
切
り
替

わ
っ
た
以
降
は
、Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
患
者
で
重

症
化
す
る
方
は
減
る
傾
向
に
あ
り
ま

す
。新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
進

展
、治
療
法
や
治
療
薬
の
開
発
な
ど
対

策
が
進
ん
だ
こ
と
も
影
響
し
て
い
る

で
し
ょ
う
。

　
心
配
な
の
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
流
行
に
よ
り
、受
診
控
え
や

検
診
離
れ
が
広
が
っ
た
こ
と
に
よ
る
、

が
ん
の
発
見
の
遅
れ
で
す
。具
体
的
な

デ
ー
タ
は
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、が

ん
検
診
を
受
け
な
か
っ
た
り
、Ｘ
線
検

査
の
間
隔
が
あ
い
た
こ
と
で
、新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
以
前

に
比
べ
、が
ん
の
発
見
が
遅
れ
る
ケ
ー

ス
が
散
見
さ
れ
る
よ
う
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
を

恐
れ
て
、が
ん
検
診
か
ら
遠
ざ
か
っ
て

し
ま
う
こ
と
は
や
む
を
え
な
い
か
も
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く
、一般
的
に
見
ら
れ
る
不
定
愁
訴（
何

と
な
く
体
調
が
悪
い
状
態
）も
含
ま
れ

る
た
め
、症
状
を
訴
え
る
方
が
多
め
に

見
積
も
ら
れ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
と

い
え
ま
す
。後
遺
症
は
時
間
の
経
過
と

と
も
に
改
善
す
る
傾
向
に
あ
る
の
で
、

あ
ま
り
深
刻
に
と
ら
え
な
く
て
も
よ
い

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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た
。た
だ
し
、非
ア
レ
ル
ギ
ー
性
ぜ
ん

息
は
重
症
化
し
や
す
い
と
い
う
報
告

も
あ
り
、ぜ
ん
息
の
タ
イ
プ
に
よ
っ
て

は
注
意
が
必
要
で
す
。

　
ぜ
ん
息
で
心
配
さ
れ
る
こ
と
は
最

近
、コ
ン
ト
ロ
ー
ル
不
良
な
方
や
、入

院
す
る
方
が
増
え
る
傾
向
に
あ
る
こ

と
で
す
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
流
行
し
始
め
た
２
０
２
０
年
か

ら
21
年
に
か
け
て
は
、世
界
的
に
小

児
、成
人
と
も
ぜ
ん
息
の
悪
化
に
よ
る

し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、が
ん
の
発
見

の
遅
れ
は
命
に
か
か
わ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。が
ん
検
診
を
受
け
る
際
に

は
、新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
、

マ
ス
ク
な
ど
の
感
染
予
防
策
を
徹
底

し
ま
し
ょ
う
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
リ
ス
ク
を
低
く
し
て
、な
る
べ

く
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
患
者
ご
本
人
が
、が
ん
検

診
に
消
極
的
な
場
合
、ご
家
族
が
検
診

を
受
け
る
よ
う
促
す
こ
と
も
大
切
で

す
。高
齢
の
ご
両
親
と
離
れ
て
暮
ら
す

場
合
な
ど
は
、社
会
的
な
孤
立
を
避
け

る
点
か
ら
も
、頻
繁
に
電
話
な
ど
で
連

絡
を
と
り
ま
し
ょ
う
。そ
の
際
、「
が
ん

検
診
を
受
け
て
ほ
し
い
」と
つ
け
加
え

て
く
だ
さ
い
。

受
診
し
た
と
こ
ろ
、実
は
ぜ
ん
息
だ
っ

た
と
判
明
し
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
よ
う

で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
後
遺
症
に

な
ら
な
い
よ
う
な
対
策
は
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
。ひ
と
つ
は
新
型
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
と
い
え
ま
す
。有
効
な

ワ
ク
チ
ン
を
打
っ
て
お
く
と
、感
染
し

て
も
ウ
イ
ル
ス
量
が
低
減
さ
れ
る
た

め
、症
状
も
後
遺
症
も
軽
く
な
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。実
際
に
海
外
の
研
究

で
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

か
か
る
前
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
、そ
の

後
の
後
遺
症
の
リ
ス
ク
を
減
少
さ
せ

る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
点
、

抗
ウ
イ
ル
ス
薬
も
後
遺
症
を
減
ら
す

可
能
性
が
あ
り
、今
後
明
確
に
な
っ
て

ゆ
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
感
染
後
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の

実
施
も
後
遺
症
を
減
ら
す
可
能
性
が

あ
り
そ
う
で
す（
図
１
）。Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
22

年
９
月
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
最
新
版
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
、呼
吸

障
害
や
疲
労
感・倦
怠
感
な
ど
の
後
遺

症
の
症
状
に
合
わ
せ
た
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。た

だ
、現
状
で
は
直
接
の
エ
ビ
デ
ン
ス
が

乏
し
く
、多
く
が
条
件
付
き
の
推
奨
に

と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
は
こ
れ
ま
で
も
感
染
初
期
な
ど

で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。初
期
治
療
が

終
わ
り
退
院
し
た
後
に
、呼
吸
法
の
指

導
と
、有
酸
素
運
動
、下
肢
筋
力
増
強

の
運
動
指
導
を
し
た
場
合
、運
動
能
力

や
筋
力
の
改
善
に
効
果
的
だ
っ
た
と

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
後
遺
症
の
多
く
は
時
間
の
経
過
で
改

善
し
ま
す
が
、３
か
月
以
上
続
く
よ
う

な
ら
、か
か
り
つ
け
医
を
受
診
す
る
こ

と
も
考
え
て
く
だ
さ
い
。症
状
に
よ
っ

て
は
専
門
医
を
紹
介
さ
れ
、精
密
検
査

な
ど
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。た

だ
、後
遺
症
の
具
体
的
な
治
療
は
確
立

し
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　
一
方
、日
本
の
後
遺
症
調
査
は
ア
ル

フ
ァ
株
な
ど
の
流
行
時
の
調
査
で
、現

入
院
患
者
が
大
き
く
減
り
ま
し
た
。こ

れ
は
、ぜ
ん
息
患
者
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
を
防
ぐ
た
め
、マ
ス
ク

の
装
着
や
人
混
み
を
避
け
る
な
ど
の

基
本
的
な
感
染
予
防
策
を
徹
底
し
た

た
め
、こ
れ
が
ぜ
ん
息
を
悪
化
さ
せ
な

い
こ
と
に
効
果
が
あ
っ
た
と
分
析
さ
れ

て
い
ま
す
。ま
た
、ぜ
ん
息
の
悪
化
と

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
不

安
か
ら
、Ｉ
Ｃ
Ｓ
の
吸
入
な
ど
薬
を
き

ち
ん
と
服
用
し
よ
う
と
い
う
意
識
が

向
上
し
た
と
い
う
デ
ー
タ
も
示
さ
れ

て
お
り
、ぜ
ん
息
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に

よ
い
影
響
を
与
え
た
と
み
ら
れ
て
い

ま
す
。

　一方
、22
年
に
な
る
と
、重
症
化
リ
ス

亡
く
な
る
方
も
増
え
て
い
る
の
で
、依

然
と
し
て
警
戒
は
必
要
で
し
ょ
う
。

　
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
を
ど
う
過
ご
す
か

で
、気
に
な
る
の
が
い
わ
ゆ
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
後
遺
症
で
す
。ど
の
よ

う
な
症
状
で
、何
か
対
策
が
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
。

　
後
遺
症
と
い
う
と
治
ら
な
い
イ

メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、新
型
コ
ロ
ナ

の
い
わ
ゆ
る
後
遺
症
は
医
学
的
に
は
罹

患
後
症
状
と
呼
ば
れ
ま
す
。Ｗ
Ｈ
Ｏ（
世

界
保
健
機
関
）は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
感
染
し
、少
な
く
と
も
３
か
月
以

降
に
、２
か
月
以
上
続
い
て
い
て
、他
の

疾
患
に
よ
る
症
状
と
し
て
説
明
で
き
な

い
も
の
と
定
義
し
て
い
ま
す
。日
本
で

も
厚
生
労
働
科
学
特
別
研
究
で
調
査

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症 

診
療
の
手
引
き
　
別

冊 

罹
患
後
症
状
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」に

よ
る
と
、代
表
的
な
症
状
と
し
て
は
、疲

労
感・倦
怠
感
、関
節
痛
、筋
肉
痛
、咳
、

喀
痰
、息
切
れ
、胸
痛
、脱
毛
、記
憶
障

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
２
０
２
０

年
１
月
、中
国・湖
北
省
武
漢
市
で
原

因
不
明
の
肺
炎
患
者
か
ら
発
見
さ
れ

ま
し
た
。コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
典
型
的

な
か
ぜ
症
状
を
起
こ
す
ウ
イ
ル
ス
で
す

が
、こ
の
新
型
ウ
イ
ル
ス
は
人
類
が
初

め
て
接
し
た
も
の
で
誰
も
免
疫
を
持
っ

て
い
な
い
た
め
、ま
た
た
く
間
に
全
世

界
に
広
ま
り
ま
し
た
。23
年
１
月
15
日

ま
で
に
、全
世
界
の
感
染
者
は
約
６
億

６
７
０
０
万
人
、死
者
は
約
６
７
２
万

人
、日
本
で
も
約
３
１
３
０
万
人
が
感

染
し
、６
万
２
２
７
２
人
が
亡
く
な
っ
て

い
ま
す（
グ
ラ
フ
１
）。

　
ウ
イ
ル
ス
は
変
異
を
繰
り
返
し
、日

本
で
は
第
４
波（
21
年
４
〜
６
月
）は

感
染
力
の
強
い
ア
ル
フ
ァ（
α
）株
が
中

ぜ
ん
息
患
者
は

か
か
り
に
く
い
が
定
着

ぜ
ん
息
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
不
良
が

増
加
の
傾
向

心
で
し
た
が
、第
５
波（
21
年
７
〜
10

月
）で
重
症
化
リ
ス
ク
の
高
い
デ
ル
タ

（
δ
）株
に
な
り
、第
６
波（
22
年
１
〜
４

月
）以
降
は
、感
染
力
は
強
い
が
比
較

的
軽
症
で
す
む
オ
ミ
ク
ロ
ン（
ο
）株
に

な
り
ま
し
た
。流
行
当
初
は
特
効
薬
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、21
年
に
な
る

と
新
開
発
の
治
療
薬
が
相
次
い
で
登

場
。日
本
で
は
軽
症
者
向
け
の
飲
み
薬

も
含
め
て
10
種
の
治
療
薬
が
使
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
発
症
を
予
防
し
た
り
重
症
化
を
防

ぐ
ワ
ク
チ
ン
は
、日
本
で
は
21
年
２
月

か
ら
接
種
が
始
ま
り
、現
在
で
は
フ
ァ

イ
ザ
ー
社
製
、武
田
／
モ
デ
ル
ナ
社

製
、ア
ス
ト
ラ
ゼ
ネ
カ
社
製
、武
田
／
ノ

バ
バ
ッ
ク
ス
社
製
の
４
種
が
使
わ
れ
て

い
ま
す
。ワ
ク
チ
ン
は
時
間
の
経
過
と

と
も
に
効
果
が
薄
れ
る
た
め
追
加
接

種
も
実
施
さ
れ
、希
望
者
に
は
５
回
目

の
接
種
が
進
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、オ
ミ

ク
ロ
ン
株
に
対
応
し
た
ワ
ク
チ
ン
も
22

年
９
月
か
ら
接
種
が
始
ま
り
ま
し
た
。

23
年
１
月
13
日
ま
で
に
、日
本
の
ワ
ク

チ
ン
総
接
種
回
数
は
３
億
７
４
０
０
万

回
を
超
え
、こ
の
う
ち
２
回
接
種
を
終

え
た
人
は
約
１
億
３
１
７
万
人
、人
口

の
80・４
％
、３
回
接
種
を
終
え
た
人
は

約
８
５
３
８
万
人
、67・８
％
に
達
し
て

い
ま
す（
表
１
）。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
進
展
や
治
療
薬
の

開
発
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
自
体
の

変
異
に
よ
り
、最
近
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
は
流
行
当
初
よ
り
軽

症
で
す
む
傾
向
に
な
っ
て
い
ま
す
。第

６
波
以
降
は
、感
染
に
よ
る
肺
炎
が
悪

化
し
て
重
症
化
す
る
ケ
ー
ス
は
少
な
く

な
り
、基
礎
疾
患
や
全
身
状
態
が
悪
化

し
て
死
亡
す
る
高
齢
患
者
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。現
在
は
、オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の

中
で
も
、よ
り
感
染
力
の
強
い
タ
イ
プ

が
流
行
し
て
い
ま
す
。感
染
者
が
大
幅

に
増
え
、そ
れ
に
伴
い
重
症
化
し
た
り
、

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
で

後
遺
症
は
減
少
か

後
遺
症
対
策
に
は

ワ
ク
チ
ン
と
リ
ハ
ビ
リ

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、気
道
の

細
胞
表
面
に
あ
る
Ａ
Ｃ
Ｅ
２（
ア
ン
ジ

オ
テ
ン
シ
ン
変
換
酵
素
２
）受
容
体
を

入
り
口
と
し
て
、人
体
に
侵
入
し
ま

す
。吸
入
ス
テ
ロ
イ
ド
薬（
Ｉ
Ｃ
Ｓ
）を

服
用
す
る
と
、Ａ
Ｃ
Ｅ
２
受
容
体
が
少

な
く
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

２
０
２
１
年
ま
で
の
調
査
で
、「
ぜ
ん
息

患
者
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
か
か
り
に
く
い
」と
い
う
結
果
が

得
ら
れ
、世
界
的
に
定
着
し
て
き
ま
し
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ク
の
高
い
デ
ル
タ
株
な
ど
に
代
わ
り
、

比
較
的
軽
症
で
す
む
オ
ミ
ク
ロ
ン
株

に
よ
る
流
行
が
主
に
な
り
、飲
食
や
行

動
の
制
限
が
徐
々
に
緩
和
さ
れ
て
い

き
ま
し
た
。コ
ン
ト
ロ
ー
ル
不
良
な
ぜ

ん
息
の
方
が
増
え
る
傾
向
の
背
景
に

は
、制
限
の
緩
和
に
伴
う
ぜ
ん
息
患
者

の
活
動
性
の
向
上
が
あ
り
そ
う
で
す
。

比
較
的
軽
症
で
す
む
オ
ミ
ク
ロ
ン
株

と
い
っ
て
も
、し
ば
ら
く「
ウ
イ
ズ
コ
ロ

ナ
」の
時
代
が
続
き
そ
う
で
す
。油
断

す
る
こ
と
な
く
、基
本
的
な
感
染
予
防

策
を
心
が
け
、治
療
を
し
っ
か
り
続
け

る
こ
と
が
大
切
で
し
ょ
う
。

　
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
つ
い
て
も
、「
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
患
者

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
か

か
る
と
重
症
化
し
や
す
い
」と
い
う
考

え
が
定
着
し
て
き
た
よ
う
で
す
。高
齢

で
他
の
疾
患
を
持
つ
人
が
多
い
、肺
に

炎
症
が
あ
る
た
め
ウ
イ
ル
ス
が
増
殖

し
や
す
い
、喫
煙
も
悪
影
響
を
与
え
て

い
る
こ
と
な
ど
が
、重
症
化
し
や
す
い

小 

児

成
人・高
齢
者

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ

害
、集
中
力
低
下
、頭
痛
、抑
う
つ
、嗅
覚

障
害
、味
覚
障
害
、動
悸
、下
痢
、腹
痛
、

睡
眠
障
害
、筋
力
低
下
が
示
さ
れ
て
い

ま
す（
グ
ラ
フ
２
）。

　
入
院
す
る
な
ど
中
等
症
以
上
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
患
者
約

１
０
０
０
人（
２
０
２
０
年
９
月
〜
21
年

５
月
に
入
院
）を
対
象
に
し
た
調
査（
厚

生
労
働
科
学
特
別
研
究
事
業
横
山
班

報
告
）で
は
、発
症
初
期
の
症
状
は
発
熱

86・９
％
、咳
67・３
％
、倦
怠
感
64・１
％

の
順
で
、退
院
３
か
月
後
に
は
筋
力
の

低
下
の
自
覚
50・１
％
、呼
吸
困
難
30・

２
％
、倦
怠
感
25・６
％
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。い
ず
れ
の
症
状
も
時
間
と
と
も

に
頻
度
が
低
下
し
て
い
ま
し
た
が
、１

年
後
で
も
約
５
〜
10
％
で
残
り
、何
ら

か
の
症
状
が
あ
る
人
は
13・６
％
と
い

う
結
果
で
し
た
。入
院
時
に
重
症
だ
っ

た
人
や
呼
吸
器
系
の
基
礎
疾
患
が
あ

る
人
に
、症
状
が
出
や
す
い
傾
向
が

あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
海
外
の
後
遺
症
調
査
で
も
、出
現
す

る
症
状
の
割
合
や
程
度
、改
善
す
る
傾

向
も
ほ
ぼ
同
様
で
す
。た
だ
、後
遺
症

が
起
こ
る
仕
組
み
は
不
明
な
点
が
多

い
で
す
が
、ぜ
ん
息
や
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
が
基

礎
に
あ
る
と
、呼
吸
器
症
状
が
残
り
や

す
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。ぜ
ん

息
や
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
で
な
い
方
で
、新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
後
も
咳
が
続
く

の
で
、後
遺
症
で
は
な
い
か
と
疑
っ
て

在
の
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
流
行
と
は
傾
向

が
違
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。イ
ギ
リ

ス
の
研
究
で
は
デ
ル
タ
株
流
行
時
に
は

感
染
者
の
10・８
％
に
後
遺
症
の
症
状

が
出
た
の
に
対
し
、オ
ミ
ク
ロ
ン
株
で

は
４・５
％
に
低
下
し
た
と
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。ま
た
、海
外
の
い
く
つ
か
の

論
文
を
解
析
し
た
と
こ
ろ
、新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
重
症
度
が
後
遺

症
の
リ
ス
ク
で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ

ま
し
た
。後
遺
症
の
症
状
に
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
と
は
関
係
な

ぜ
ん
息・Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
患
者
が

注
意
す
べ
き
こ
と

理
由
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、重
症
化
し
や
す
い
デ
ル
タ

株
な
ど
が
流
行
し
て
い
た
時
期
に
比

べ
る
と
、オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
切
り
替

わ
っ
た
以
降
は
、Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
患
者
で
重

症
化
す
る
方
は
減
る
傾
向
に
あ
り
ま

す
。新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
進

展
、治
療
法
や
治
療
薬
の
開
発
な
ど
対

策
が
進
ん
だ
こ
と
も
影
響
し
て
い
る

で
し
ょ
う
。

　
心
配
な
の
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
流
行
に
よ
り
、受
診
控
え
や

検
診
離
れ
が
広
が
っ
た
こ
と
に
よ
る
、

が
ん
の
発
見
の
遅
れ
で
す
。具
体
的
な

デ
ー
タ
は
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、が

ん
検
診
を
受
け
な
か
っ
た
り
、Ｘ
線
検

査
の
間
隔
が
あ
い
た
こ
と
で
、新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
以
前

に
比
べ
、が
ん
の
発
見
が
遅
れ
る
ケ
ー

ス
が
散
見
さ
れ
る
よ
う
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
を

恐
れ
て
、が
ん
検
診
か
ら
遠
ざ
か
っ
て

し
ま
う
こ
と
は
や
む
を
え
な
い
か
も

代表的な罹患後症状の経時的変化グラフ2リハビリテーションの内容例図1
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く
、一般
的
に
見
ら
れ
る
不
定
愁
訴（
何

と
な
く
体
調
が
悪
い
状
態
）も
含
ま
れ

る
た
め
、症
状
を
訴
え
る
方
が
多
め
に

見
積
も
ら
れ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
と

い
え
ま
す
。後
遺
症
は
時
間
の
経
過
と

と
も
に
改
善
す
る
傾
向
に
あ
る
の
で
、

あ
ま
り
深
刻
に
と
ら
え
な
く
て
も
よ
い

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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下肢筋力練習
8～12回／セットを1日3セット　週2～3回

上半身のストレッチ  
呼吸を止めずに、ゆっくり時間をかけて実施する

●股関節屈曲
股関節を屈曲し、
大腿を高く挙上する

●肩の挙上
肩を挙上し、
おろす

●体幹の回旋
呼気に
合わせて
体幹を
回旋する

●体幹の側屈
呼気に
合わせて体幹の
側面を伸展する

●ハーフスクワット
膝を屈曲、伸展する
（屈曲は可能な範囲で深く）

●カーフレイズ
踵を上げ、おろす
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感染予防策と治療継続で
コロナ以前の生活を

　新型コロナウイルスの感染経路は飛沫感染、接触感染、エアロゾル感染とされ
ています。マスクは飛沫を周囲に飛散させることを防ぎ、他人の飛沫を吸い込ま
ないようにします。手指消毒は手や指に付着したウイルスを消毒します。換気は
閉ざされた空間にエアロゾルとしてウイルスが浮遊していても、外に追い出すこ
とに役立ちます。これらの基本的な感染予防策はウイズコロナでも重要で、かぜ
やインフルエンザなどの感染予防にも有効です。ぜん息
やＣＯＰＤの方にとって、感染症にかからないよう注意
することはとても大切です。そして、何よりも必要な
治療を継続しましょう。基本的な感染予防策を
しっかり行い、治療を継続することで、少しずつコ
ロナ以前の生活に戻していきましょう。

マスク

換気 手指消毒

た
。た
だ
し
、非
ア
レ
ル
ギ
ー
性
ぜ
ん

息
は
重
症
化
し
や
す
い
と
い
う
報
告

も
あ
り
、ぜ
ん
息
の
タ
イ
プ
に
よ
っ
て

は
注
意
が
必
要
で
す
。

　
ぜ
ん
息
で
心
配
さ
れ
る
こ
と
は
最

近
、コ
ン
ト
ロ
ー
ル
不
良
な
方
や
、入

院
す
る
方
が
増
え
る
傾
向
に
あ
る
こ

と
で
す
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
流
行
し
始
め
た
２
０
２
０
年
か

ら
21
年
に
か
け
て
は
、世
界
的
に
小

児
、成
人
と
も
ぜ
ん
息
の
悪
化
に
よ
る

し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、が
ん
の
発
見

の
遅
れ
は
命
に
か
か
わ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。が
ん
検
診
を
受
け
る
際
に

は
、新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
、

マ
ス
ク
な
ど
の
感
染
予
防
策
を
徹
底

し
ま
し
ょ
う
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
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さ
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以
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は
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Ｏ
Ｐ
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者
で
重
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化
す
る
方
は
減
る
傾
向
に
あ
り
ま

す
。新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
進

展
、治
療
法
や
治
療
薬
の
開
発
な
ど
対

策
が
進
ん
だ
こ
と
も
影
響
し
て
い
る

で
し
ょ
う
。
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な
の
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
流
行
に
よ
り
、受
診
控
え
や

検
診
離
れ
が
広
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た
こ
と
に
よ
る
、

が
ん
の
発
見
の
遅
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で
す
。具
体
的
な

デ
ー
タ
は
示
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れ
て
い
ま
せ
ん
が
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ん
検
診
を
受
け
な
か
っ
た
り
、Ｘ
線
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の
間
隔
が
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た
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ウ
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で
す
。具
体
的
な

デ
ー
タ
は
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、が

ん
検
診
を
受
け
な
か
っ
た
り
、Ｘ
線
検

査
の
間
隔
が
あ
い
た
こ
と
で
、新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
以
前

に
比
べ
、が
ん
の
発
見
が
遅
れ
る
ケ
ー

ス
が
散
見
さ
れ
る
よ
う
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
を

恐
れ
て
、が
ん
検
診
か
ら
遠
ざ
か
っ
て

し
ま
う
こ
と
は
や
む
を
え
な
い
か
も

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
患
者
は

重
症
化
し
や
す
い
が
定
着

受
診
控
え
で
が
ん
発
見
に
遅
れ
も

が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

ウイズコロナ
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小
児

成
人・高
齢
者

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ 残念ですが、しばらくは新型コロナウイルス感

染症が収束する気配はありません。マスクを
せず無防備な状態で、会食の場で大声を出し
て盛り上がることなどは控えてほしいです。学
校行事は一生に１度のものも多いでしょう。友
人や知人との旅行や会食、学校行事の参加は
大きな楽しみです。感染するリスクはあります
が、高齢者でなければオミクロン株の重症化リ
スクは低くなりました。新型コロナワクチンを
接種し、感染予防策を徹底して対応しましょう。
社会的な活動は大切ですし、高齢の方は社会
的孤立を避けて、認知機能を維持することも
重要です。

旅行や会食、学校行事に
どう対応すれば
よいでしょうか

A

呼吸筋に特化したものでなくてもよいので、
なるべく身体活動性を上げてください。新
型コロナウイルス感染症の流行以前に戻る
という考えでよいでしょう。座ってばかりい
ないで、散歩をしましょう。周囲に人がいな
い状況であれば、マスクを外して結構です。
久しぶりに屋外を歩く場合には、転ばないよ
うに十分気をつけてください。

A
COPD患者の
日々の運動は

どうすればよいでしょうか

ウイズコロナ どう過ごす

病状の把握が十分できない恐れがあります。
聴診やレントゲン撮影もできません。ぜん息
やCOPDの方においては、流行期に症状が
落ち着いていればオンライン診療でも構い
ません。ただし、感染が一段落した状況では、
積極的にお勧めするものではありません。

オンライン診療は
どうしていけば
よいでしょうか

A

COPD患者は、インフルエンザ、肺炎球菌ワ
クチンとも接種した方がよいでしょう。ぜん
息患者でのエビデンスはCOPDほど十分で
はありませんが、やはりインフルエンザや肺
炎球菌ワクチンの接種が望ましいです。

他の感染症の
ワクチン接種は
どうすればいいの？

A

マスクの装着は、新型コロナウイルス感染症
に限らず、ほかの感染症の予防になります。
皆が外していても、ぜん息やCOPDの方は
少し慎重になった方がよいでしょう。ただ、屋
外では外すことも考えてください。また、暑
い季節になると熱中症にも注意が必要で
す。屋外で散歩したり運動するときには、周
囲の状況をみて外してください。

マスクは
いつまでつけるの？

Q
A

糖尿病や高齢など重症化リスクの高い人
は、なるべく接種した方がよいでしょう。
お住まいの自治体の方針を参考にしてく
ださい。不安があれば、主治医に相談しま
しょう。

新型コロナワクチンは
何回接種すれば
よいのですか

Q新型コロナワクチンはQ新型コロナワクチンは
A

を

国際的なぜん息治療のガイドラインでは、新型
コロナウイルス感染症の流行以前と同じ必要な
治療を継続するようにと記されています。経口ス
テロイドが必要となる重症化を招かないよう基
本治療をしっかり続けましょう。生物学的製剤が
新型コロナウイルス感染症を重症化させるリス
クになるというエビデンスはありません。必要な
らば使ってください。COPDの方も必要な治療
を続けてください。ぜん息とオーバーラップする
方や好酸球性炎症など吸入ステロイドが必要な
方は継続してください。

ぜん息やCOPDの
治療はどうすれば
よいでしょうか

Qぜん息やCOPDのQぜん息やCOPDの

A

かぜやインフルエンザなどの感染症にか
からないよう気をつけてください。これま
で通りの感染予防策をとり、従来の治療を
続けることに尽きます。COPDの方は新型
コロナウイルス感染症を恐れて、家に閉じ
こもらないようにしてほしいですね。

日常生活における
ぜん息、COPD患者の

注意点は

Q日常生活におけるQ日常生活における

A
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東京都豊島区が行っている「こどものぜん息水泳教室」は、水泳を通して子どもたちの心身
を鍛えるとともに、保護者向けにも勉強会や相談会を実施して、日々の健康管理に役立つ
ものとしています。コロナ禍でも工夫を凝らして活動に取り組む現場を訪ねました。

　
豊
島
区
の「
こ
ど
も
の
ぜ
ん
息
水
泳
教

室
」は
大
気
汚
染
に
よ
る
健
康
被
害
の

う
ち
ぜ
ん
息
症
状
の
機
能
回
復
を
図
る

た
め
、小
学
生
を
対
象
と
し
て
１
９
８
１

年
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
多

く
の
児
童
が
参
加
し
、現
在
は
年
長
児

か
ら
中
学
３
年
生
ま
で
を
対
象
と
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
水
泳
教
室
の
目
的
は
、ぜ
ん
息
に

打
ち
勝
つ
体
力
づ
く
り
に
加
え
て
、子
ど

も
た
ち
や
保
護
者
が
ぜ
ん
息
に
つ
い
て

主
体
性
を
持
っ
て
学
ぶ
こ
と
で
、ぜ
ん
息

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
よ
う
に
な
る

こ
と
で
す
。

　
ま
た
、同
じ
病
気
を
持
つ
子
ど
も
の
保

護
者
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
広
が
る

場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、子
ど

も
た
ち
が
プ
ー
ル
で
水
泳
指
導
を
受
け

て
い
る
あ
い
だ
、保
護
者
は
施
設
の
会
議

室
で
ぜ
ん
息
の
勉
強
会
や
医
師
と
の
個

別
相
談
な
ど
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。ち
ょっ
と
し
た
悩
み
な
ど
を
気
軽
に

相
談
で
き
る
た
め
、保
護
者
に
と
っ
て
も

日
頃
の
不
安
を
解
消
す
る
こ
と
が
で
き

る
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
水
泳
教
室
に
は
医
師
と
看
護
師
が
常

駐
し
て
い
ま
す
。開
始
前
に
医
師
が
子

ど
も
た
ち
を
一
人
ず
つ
診
察
し
て
、そ
の

日
の
体
調
を
確
認
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、プ
ー
ル
で
の
指
導
中
も
、プ
ー
ル
サ

イ
ド
で
常
に
待
機
し
な
が
ら
万
が
一
の

事
態
に
備
え
て
い
ま
す
。

　
指
導
の
内
容
も
子
ど
も
た
ち
か
ら
好

評
を
得
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。２
０
２

２
年
度
の
参
加
児
童
は
26
名
で
、泳
力
に

あ
わ
せ
て
５
班
に
分
け
て
、補
助
員
２
名

を
含
む
計
７
名
の
コ
ー
チ
が
指
導
を
し

ま
す
。水
泳
教
室
と
い
う
と
、泳
ぎ
の
速

さ
を
競
い
合
う
こ
と
で
ク
ラ
ス
が
上

が
っ
て
い
く
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま

す
が
、こ
の
水
泳
教
室
で
は
、参
加
児
童

が「
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
っ
て

い
る
こ
と
」や
、学
校
で
出
さ
れ
た
課
題

な
ど
の「
取
り
組
み
た
い
こ
と
」を
コ
ー

チ
が
聞
い
て
、一
人
一
人
に
合
っ
た
細
や

か
な
指
導
を
す
る
こ
と
で
、個
々
に
応
じ

た
泳
力
を
の
ば
す
こ
と
を
大
切
に
し
て

い
ま
す
。そ
の
た
め
毎
年
継
続
し
て
参
加

を
楽
し
み
に
し
て
い
る
お
子
さ
ん
や
、

き
ょ
う
だ
い
で
参
加
さ
れ
る
お
子
さ
ん

も
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

が
始
ま
っ
た
２
０
２
０
年
、緊
急
事
態
宣

言
が
出
さ
れ
た
こ
と
で
水
泳
教
室
は
中

止
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　
豊
島
区
の
職
員
の
皆
さ
ん
は
、水
泳

教
室
の
代
わ
り
に
で
き
る
こ
と
は
な
い

か
と
他
の
自
治
体
の
取
り
組
み
等
を
調

査
し
な
が
ら
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
ま

し
た
。感
染
対
策
に
配
慮
し
た
う
え
で
、

屋
外
で
実
施
で
き
る
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー

親子で学べる
「こどものぜん息水泳教室」

親子で学べる
「こどものぜん息水泳教室」

や
ラ
ジ
オ
体
操
、マ
ス
ク
を
着
用
し
な
が

ら
参
加
で
き
る
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
教
室
な

ど
も
開
催
し
た
そ
う
で
す
。

　
２
０
２
２
年
度
は
、国
と
東
京
都
か
ら

外
出
自
粛
等
の
要
請
が
出
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
水
泳
教
室
の
再
開
を

決
意
。安
全
に
水
泳
教
室
を
実
施
す
る

に
あ
た
り
、職
員
同
士
で
積
極
的
に
感

染
対
策
へ
の
意
見
を
出
し
合
い
ま
し
た
。

コ
ー
チ
の
提
案
で
プ
ー
ル
用
の
マ
ス
ク

を
取
り
入
れ
た
り
、密
を
避
け
る
た
め
に

施
設
の
一
般
利
用
者
と
受
付
場
所
を
別

に
設
け
た
り
、児
童
の
待
合
室
を
広
い
会

議
室
に
し
た
り
な
ど
コ
ロ
ナ
禍
で
も
工

夫
を
凝
ら
し
た
水
泳
教
室
が
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。

具体的な感染対策

●検温(発熱症状の有無)
●体育館の一般利用者とは別の受付を用意
（密の回避）
●広めの待合室（密の回避）
●交代制の着替え（密の回避）
●プール用マスクの導入(飛沫防止)
●肺機能測定を中止し、個別相談に変更

お話を伺った豊島区職員の皆さま

ぜ
ん
息
症
状
の
改
善
を
目
指
し

一
人
一
人
き
め
細
か
に
指
導

で
き
る
こ
と
を
模
索
し
続
け

試
行
錯
誤
し
た
コ
ロ
ナ
禍

楽しく泳いで体力づくり

受　付

診　察

参加決定のあった事前申込者を対象に受付を済ませたあと検温を行い、
密にならないよう広い会議室に用意されている待合室で指定の座席に座ります。

医師が１人ずつ診察して体調を確認し、参加可能とされた
子どもから着替えに進みます。（体調に不安がある場合は
赤いゴムバンドを着用してもらい、水泳中は気を付けて観察するようにします）

泳力に応じて５人程度のグループに分かれ、泳力の高いグループから順
番にプールに入って水泳の指導を受けます。
指導中は医師と看護師がプールサイドに待機するなど万全の態勢を整
えています。
終了時は泳力の低いグループから先にプールから上がり着替えます。再
び医師が診察をして体調を保護者に伝え、帰路についてもらいます。

水泳教室中には、医師や保健師、アレルギーエデュケーターによる
ぜん息の勉強会が開かれています。

また、1人20分ほどの時間を取り医師とゆっくり話ができる
個別相談は、保護者から非常に好評を得ています。

保護者には勉強会や個別相談も！

1

2

体調チェックや
コロナ対策も
バッチリ！

水泳教室3

コーチの提案で導入した
プール用のマスク

ぜん息に負けない心と体へ

ぜん息水泳教室の流れ 当日

としま ななまる
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い
て

主
体
性
を
持
っ
て
学
ぶ
こ
と
で
、ぜ
ん
息

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
よ
う
に
な
る

こ
と
で
す
。

　
ま
た
、同
じ
病
気
を
持
つ
子
ど
も
の
保

護
者
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
広
が
る

場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、子
ど

も
た
ち
が
プ
ー
ル
で
水
泳
指
導
を
受
け

て
い
る
あ
い
だ
、保
護
者
は
施
設
の
会
議

室
で
ぜ
ん
息
の
勉
強
会
や
医
師
と
の
個

別
相
談
な
ど
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。ち
ょっ
と
し
た
悩
み
な
ど
を
気
軽
に

相
談
で
き
る
た
め
、保
護
者
に
と
っ
て
も

日
頃
の
不
安
を
解
消
す
る
こ
と
が
で
き

る
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
水
泳
教
室
に
は
医
師
と
看
護
師
が
常

駐
し
て
い
ま
す
。開
始
前
に
医
師
が
子

ど
も
た
ち
を
一
人
ず
つ
診
察
し
て
、そ
の

日
の
体
調
を
確
認
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、プ
ー
ル
で
の
指
導
中
も
、プ
ー
ル
サ

イ
ド
で
常
に
待
機
し
な
が
ら
万
が
一
の

事
態
に
備
え
て
い
ま
す
。

　
指
導
の
内
容
も
子
ど
も
た
ち
か
ら
好

評
を
得
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。２
０
２

２
年
度
の
参
加
児
童
は
26
名
で
、泳
力
に

あ
わ
せ
て
５
班
に
分
け
て
、補
助
員
２
名

を
含
む
計
７
名
の
コ
ー
チ
が
指
導
を
し

ま
す
。水
泳
教
室
と
い
う
と
、泳
ぎ
の
速

さ
を
競
い
合
う
こ
と
で
ク
ラ
ス
が
上

が
っ
て
い
く
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま

す
が
、こ
の
水
泳
教
室
で
は
、参
加
児
童

が「
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
っ
て

い
る
こ
と
」や
、学
校
で
出
さ
れ
た
課
題

な
ど
の「
取
り
組
み
た
い
こ
と
」を
コ
ー

チ
が
聞
い
て
、一
人
一
人
に
合
っ
た
細
や

か
な
指
導
を
す
る
こ
と
で
、個
々
に
応
じ

た
泳
力
を
の
ば
す
こ
と
を
大
切
に
し
て

い
ま
す
。そ
の
た
め
毎
年
継
続
し
て
参
加

を
楽
し
み
に
し
て
い
る
お
子
さ
ん
や
、

き
ょ
う
だ
い
で
参
加
さ
れ
る
お
子
さ
ん

も
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

が
始
ま
っ
た
２
０
２
０
年
、緊
急
事
態
宣

言
が
出
さ
れ
た
こ
と
で
水
泳
教
室
は
中

止
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　
豊
島
区
の
職
員
の
皆
さ
ん
は
、水
泳

教
室
の
代
わ
り
に
で
き
る
こ
と
は
な
い

か
と
他
の
自
治
体
の
取
り
組
み
等
を
調

査
し
な
が
ら
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
ま

し
た
。感
染
対
策
に
配
慮
し
た
う
え
で
、

屋
外
で
実
施
で
き
る
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー

親子で学べる
「こどものぜん息水泳教室」

親子で学べる
「こどものぜん息水泳教室」

や
ラ
ジ
オ
体
操
、マ
ス
ク
を
着
用
し
な
が

ら
参
加
で
き
る
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
教
室
な

ど
も
開
催
し
た
そ
う
で
す
。

　
２
０
２
２
年
度
は
、国
と
東
京
都
か
ら

外
出
自
粛
等
の
要
請
が
出
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
水
泳
教
室
の
再
開
を

決
意
。安
全
に
水
泳
教
室
を
実
施
す
る

に
あ
た
り
、職
員
同
士
で
積
極
的
に
感

染
対
策
へ
の
意
見
を
出
し
合
い
ま
し
た
。

コ
ー
チ
の
提
案
で
プ
ー
ル
用
の
マ
ス
ク

を
取
り
入
れ
た
り
、密
を
避
け
る
た
め
に

施
設
の
一
般
利
用
者
と
受
付
場
所
を
別

に
設
け
た
り
、児
童
の
待
合
室
を
広
い
会

議
室
に
し
た
り
な
ど
コ
ロ
ナ
禍
で
も
工

夫
を
凝
ら
し
た
水
泳
教
室
が
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。

具体的な感染対策

●検温(発熱症状の有無)
●体育館の一般利用者とは別の受付を用意
（密の回避）
●広めの待合室（密の回避）
●交代制の着替え（密の回避）
●プール用マスクの導入(飛沫防止)
●肺機能測定を中止し、個別相談に変更

お話を伺った豊島区職員の皆さま

ぜ
ん
息
症
状
の
改
善
を
目
指
し

一
人
一
人
き
め
細
か
に
指
導

で
き
る
こ
と
を
模
索
し
続
け

試
行
錯
誤
し
た
コ
ロ
ナ
禍

楽しく泳いで体力づくり

受　付

診　察

参加決定のあった事前申込者を対象に受付を済ませたあと検温を行い、
密にならないよう広い会議室に用意されている待合室で指定の座席に座ります。

医師が１人ずつ診察して体調を確認し、参加可能とされた
子どもから着替えに進みます。（体調に不安がある場合は
赤いゴムバンドを着用してもらい、水泳中は気を付けて観察するようにします）

泳力に応じて５人程度のグループに分かれ、泳力の高いグループから順
番にプールに入って水泳の指導を受けます。
指導中は医師と看護師がプールサイドに待機するなど万全の態勢を整
えています。
終了時は泳力の低いグループから先にプールから上がり着替えます。再
び医師が診察をして体調を保護者に伝え、帰路についてもらいます。

水泳教室中には、医師や保健師、アレルギーエデュケーターによる
ぜん息の勉強会が開かれています。

また、1人20分ほどの時間を取り医師とゆっくり話ができる
個別相談は、保護者から非常に好評を得ています。

保護者には勉強会や個別相談も！

1

2

体調チェックや
コロナ対策も
バッチリ！

水泳教室3

泳力に応じて５人程度のグループに分かれ、泳力の高いグループから順

指導中は医師と看護師がプールサイドに待機するなど万全の態勢を整

終了時は泳力の低いグループから先にプールから上がり着替えます。再 コーチの提案で導入した
プール用のマスク

ぜん息に負けない心と体へ

ぜん息水泳教室の流れ 当日

としま ななまる
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読者の広場へのお便り・投稿をお待ちしています！
〒100-0003 東京都千代田区一ツ橋1-1-1
株式会社毎日広告社内 「すこやかライフ」読者係

「読者の広場」は、皆さんからのお便
りを紹介しております。はがき、封書、
WEB版すこやかライフのアンケート
フォーム等から、お便り・投稿をお待ち
しております！
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予後は喫煙を継続しているかどうかによって異なります。A

https://www.erca.go.jp/yobou/
zensoku/sukoyaka/enquete/index.php

本誌に寄せられているぜん息&COPDに関するさまざまな悩みや疑問に、
編集委員の先生方がわかりやすくお答えします。

はがき・封書

WEB版すこやかライフ
アンケートフォーム

COPDの平均的な経過、予後などを時系列で教えてください。Q2 （65歳・女性）

亀田京橋クリニック 副院長 亀田総合病院 呼吸器内科顧問 兼務　金子 教宏先生

　COPDを発症する患者さんは喫煙者の約15%と
言われています。COPDは喫煙が主な原因で起こる
ため、その予後は喫煙を継続しているかどうかによっ
て異なります。喫煙者の肺機能の低下スピードは、
非喫煙者と比較して早いのです。
　重要なことは、喫煙により肺機能が低下しても、
禁煙することでその低下スピードは非喫煙者と同様
に緩やかになるということです。禁煙により肺機能
の若干の改善は見込めるものの、元に戻ることはあ
りませんが、早期発見と治療、継続的管理を行うこ
とで健康な人と同じような生活を送ることは十分可
能です。また、残された肺機能を最大限に生かすた

めの運動療法や栄養療法、呼吸リハビリテーショ
ンをあわせて行うことも、COPD治療には欠かせま
せん。
　最近、COPDの患者さんで、20歳の頃にはすでに
肺機能が低下している人がいるということがわかり
ました。これは、母体にいる胎児の頃や子供の頃に、
家庭内の環境により肺の発育障害が起きていると
いうことです。自分の子供たちの肺の成長にも悪影
響を与え、将来のCOPDのリスク因子となるのです。
　肺機能の維持のためには、タバコは吸わない、吸
わせない、直ちに禁煙させる、これが、COPDの予後
をよくする最良の対処法です。

緊急度の把握のために「アクションプラン」を活用しましょう。A
学校で生徒がぜん息発作を起こした場合の緊急対応についてQ1 (26歳・女性)

国立病院機構 三重病院 臨床研究部長　長尾 みづほ先生

　学校でぜん息発作が見られたとき、まずは対応の
緊急度を把握する必要があります。息苦しくて話し
づらい、歩きづらい、顔色が悪い、見た目で明らかに
ぜーぜーして息を吸うときに喉や肋骨の間がはっきり
とへこむ、といった症状が見られる場合には直ちに
医療機関を受診する必要があります。場合によって
は救急車で搬送してください。明らかにぜーぜーして
いるけれどもじっとしていれば苦しくはない、会話や
食事は可能、という場合には、少し身体を起こし気
味にして寝かせるなど楽に息ができるような姿勢に
して、保護者に迎えに来てもらい、医療機関を受診
するといいでしょう。発作で水分がとられ、痰も出に

くくなりますから、こまめな水分補給も大切です。発
作が起きたときに使うお薬をあらかじめ持っている
お子さんの場合には、服用させてください。
　こういった判断はなかなか難しい場合があります
ので、ぜん息のコントロールの状態が悪いと判断した
ときの対応の方法をまとめた「アクションプラン」を
お子さん、保護者と学校側で日頃から共有できると
効果的です。どのような症状のときに、どのお薬を使
う、といったことが症状の程度別にま
とめられており、二次元コードからダウ
ンロードすることができます。是非、活
用してみてください。

若林 律子先生
日本呼吸ケア・リハビリテーション学会代議員。専門は慢性呼吸器疾患患者の看護。

知っておくとためになる！編集委員のみなさんに
ぜん息やCOPDにまつわるお話を伺いました。

お話をいただいたのは…

　
み
な
さ
ん
は
、サ
ル
コ
ペ
ニ

ア
と
フ
レ
イ
ル
と
い
う
言
葉
を

ご
存
知
で
す
か
。そ
れ
ら
は
、

呼
吸
器
疾
患
を
も
つ
患
者
さ

ん
に
お
い
て
起
き
や
す
い
合
併

症
と
い
わ
れ
て
お
り
、近
年
、

生
活
機
能
障
害
を
招
き
、健
康

長
寿
の
妨
げ
に
な
る
も
の
と

し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
と
フ
レ
イ
ル

は
似
て
い
る
よ
う
で
、少
し
異

な
り
ま
す
。骨
格
筋
の
低
下
に

よ
り
筋
力
が
低
下
し
た
状
態

を
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
と
呼
び
ま

す
。一
方
、加
齢
に
よ
る
様
々
な

機
能
低
下
に
よ
り
、外
的
な
ス

ト
レ
ス
に
対
す
る
脆
弱
性
が
高

ま
っ
て
い
る
状
態
の
こ
と
を
フ

レ
イ
ル
と
呼
び
ま
す
。フ
レ
イ

ル
に
は
身
体
的
な
要
因
だ
け
で

な
く
、精
神
的
・
心
理
的
、社
会

的
な
要
因
も
影
響
し
ま
す
。

呼
吸
器
疾
患
を
も
つ
患
者

さ
ん
で
は
、息
切
れ
な
ど
に
よ

る
身
体
活
動
量
の
低
下
や
社

会
活
動
の
低
下
、疾
患
に
伴
う

慢
性
炎
症
に
よ
る
身
体
機
能

の
低
下
な
ど
か
ら
健
常
者
に

比
べ
、サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
や
フ
レ
イ

ル
が
起
き
や
す
い
状
態
に
あ

り
ま
す
。最
近
、歩
く
速
度
が

遅
く
な
っ
た
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

ふ
た
が
開
け
ら
れ
な
く
な
っ

た
な
ど
は
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
の
サ

イ
ン
に
な
り
ま
す
。さ
ら
に
、

そ
れ
ら
に
加
え
、疲
れ
や
す

い
、体
重
が
半
年
で
２
〜
３
kg

減
っ
て
い
る
な
ど
は
フ
レ
イ
ル

の
サ
イ
ン
に
な
り
ま
す
の
で
、

主
治
医
に
相
談
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

　
日
常
生
活
に
予
防
方
法
を

取
り
こ
む
こ
と
に
よ
っ
て
、

サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
と
フ
レ
イ
ル
は

予
防
が
可
能
で
す
。
ど
ち
ら

に
お
い
て
も
最
も
効
果
的
な

予
防
方
法
は
、
運
動
療
法
、

栄
養
療
法
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
運
動
療
法
で
は
「
片
脚

立
ち
」
と
「
ス
ク
ワ
ッ
ト
」

を
自
分
の
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
て

行
う
「
ロ
コ
ト
レ
（
ロ
コ
モ
ー

シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）」
を

週
２
、
３
回
日
常
生
活
に
取

り
入
れ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
栄
養
療
法
で
は
、
タ
ン
パ

ク
質
の
摂
取
と
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ

の
摂
取
が
重
要
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
は
日
光

に
当
た
る
こ
と
に
よ
っ
て
生

成
さ
れ
る
た
め
、
外
出
す
る

こ
と
も
と
て
も
重
要
で
す
。

こ
れ
ら
の
予
防
方
法
は
呼
吸

機
能
を
保
つ
こ
と
に
も
役
立

ち
ま
す
。
早
期
か
ら
取
り
組

む
こ
と
が
大
切
で
す
の
で
明

日
か
ら
と
は
言
わ
ず
、
今
か

ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

順天堂大学大学院 医療看護学研究科 教授

ガ イ ド ラ イ ン

イ ン フ ル エ ン ザ ザ
ニ ゴ ス イ コ タ イ
シ ド ウ ヨ ジ カ タ
エ ラ オ ウ カ ク マ ク
イ タ ン セ ン ガ

キ カ ン シ エ ン ハ イ
キ レ ツ イ カ ラ ダ
ガ ー ド ホ コ リ テ
キ キ ド ウ カ ン セ ン

クロスワードパズルの答えす こ や か

P.17

呼吸器疾患とサルコペニア、フレイル
～日常で取り入れるべき予防方法は～

今回の
テーマ

日
常
生
活
に
予
防
方
法
を

取
り
入
れ
る

そ
れ
ぞ
れ
の
サ
イ
ン
は

コラム



小
児

成
人・高
齢
者

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ

読者の広場へのお便り・投稿をお待ちしています！
〒100-0003 東京都千代田区一ツ橋1-1-1
株式会社毎日広告社内 「すこやかライフ」読者係

「読者の広場」は、皆さんからのお便
りを紹介しております。はがき、封書、
WEB版すこやかライフのアンケート
フォーム等から、お便り・投稿をお待ち
しております！

29 読者の広場 すこやかライフ No.57　28

予後は喫煙を継続しているかどうかによって異なります。A

https://www.erca.go.jp/yobou/
zensoku/sukoyaka/enquete/index.php

本誌に寄せられているぜん息&COPDに関するさまざまな悩みや疑問に、
編集委員の先生方がわかりやすくお答えします。

はがき・封書

WEB版すこやかライフ
アンケートフォーム

COPDの平均的な経過、予後などを時系列で教えてください。Q2 （65歳・女性）
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とで健康な人と同じような生活を送ることは十分可
能です。また、残された肺機能を最大限に生かすた

めの運動療法や栄養療法、呼吸リハビリテーショ
ンをあわせて行うことも、COPD治療には欠かせま
せん。
　最近、COPDの患者さんで、20歳の頃にはすでに
肺機能が低下している人がいるということがわかり
ました。これは、母体にいる胎児の頃や子供の頃に、
家庭内の環境により肺の発育障害が起きていると
いうことです。自分の子供たちの肺の成長にも悪影
響を与え、将来のCOPDのリスク因子となるのです。
　肺機能の維持のためには、タバコは吸わない、吸
わせない、直ちに禁煙させる、これが、COPDの予後
をよくする最良の対処法です。

緊急度の把握のために「アクションプラン」を活用しましょう。A
学校で生徒がぜん息発作を起こした場合の緊急対応についてQ1 (26歳・女性)

国立病院機構 三重病院 臨床研究部長　長尾 みづほ先生

　学校でぜん息発作が見られたとき、まずは対応の
緊急度を把握する必要があります。息苦しくて話し
づらい、歩きづらい、顔色が悪い、見た目で明らかに
ぜーぜーして息を吸うときに喉や肋骨の間がはっきり
とへこむ、といった症状が見られる場合には直ちに
医療機関を受診する必要があります。場合によって
は救急車で搬送してください。明らかにぜーぜーして
いるけれどもじっとしていれば苦しくはない、会話や
食事は可能、という場合には、少し身体を起こし気
味にして寝かせるなど楽に息ができるような姿勢に
して、保護者に迎えに来てもらい、医療機関を受診
するといいでしょう。発作で水分がとられ、痰も出に

くくなりますから、こまめな水分補給も大切です。発
作が起きたときに使うお薬をあらかじめ持っている
お子さんの場合には、服用させてください。
　こういった判断はなかなか難しい場合があります
ので、ぜん息のコントロールの状態が悪いと判断した
ときの対応の方法をまとめた「アクションプラン」を
お子さん、保護者と学校側で日頃から共有できると
効果的です。どのような症状のときに、どのお薬を使
う、といったことが症状の程度別にま
とめられており、二次元コードからダウ
ンロードすることができます。是非、活
用してみてください。

若林 律子先生
日本呼吸ケア・リハビリテーション学会代議員。専門は慢性呼吸器疾患患者の看護。

知っておくとためになる！編集委員のみなさんに
ぜん息やCOPDにまつわるお話を伺いました。

お話をいただいたのは…
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順天堂大学大学院 医療看護学研究科 教授
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医療最前線
ぜん息、COPDと新型コロナウイルス感染症 その3

専門の知識とケアで
患者さんに寄り添う日々

すこやかLIVE
ぜん息に負けない心と体へ
親子で学べる「こどものぜん息水泳教室」

ERCAレポート

家族でつくろう！ からだに寄り添う かんたんレシピ
みんなで楽しく謎解き！ すこやかクロスワードパズル

ぜん息・COPDと上手につきあう

ウイズコロナの過ごし方

医療最前線

ぜん息、ＣＯＰＤと
新型コロナウイルス感染症  その3

鈴木 亜由子さん
陸上競技選手

Special
Interview

明日を夢見て

Information
すこやか

0120-598014

ぜん息、COPD（慢性閉塞性肺疾患）に関する心配ごとやお悩みについて、
専門医と看護師が無料でお答えします。症状のこと、治療のこと、主治医とのコミュニケーションのことなど
さまざまな相談に応じます。患者の方はもちろん家族の方など、どなたでもお気軽にご相談ください。

専門医・看護師がお答えします

相談窓口 1 フリーダイヤル

https://www.erca.go.jp/yobou/zensoku/service/tel.html

相談窓口 2 メールフォーム

ぜん息・COPD電話相談室 検索

※電話での相談は、日本国内のみとなっております。　※個人情報は内部規定に基づき管理し、本電話相談事業以外の目的では使用いたしません。

受付曜日・時間：月～土曜日（祝日を除く）10:00～17:00
専門医相談のご予約、相談日のお問い合わせも気軽にお電話ください。

こ　 きゅう　　　 は　 　　  い～　   よ

相談無料

●相談の流れ

相談者

看護師が
相談対応

専門医への相談を希望する
場合は、ご予約を承ります。

相談室から予約時間に電話を差し上げ、相談がスタートします。

看護師
相談員

専門医
相談受付

専門医相談の
案内・予約受付

ぜん息・COPD電話相談室のご案内

2021年度の１年間で
867件のご相談をいただき、
96.4%の方が良かったと
評価してくださいました。
安心してご相談ください。

TEL：044-520-9568　FAX：044-520-2134　Mail：hoken@erca.go.jp
予防事業部 事業課 https://www.erca.go.jp/yobou/

環境再生保全機構は、健康回復に役立つ情報を提供する冊子、DVD、ツールなどを作製しています。詳しいお問い合わせは上記まで。

ERCAでは、定期的に中途・新卒
採用活動を行っています。ERCA
の採用活動にご関心のある方は
ERCA WEBサイトの「採用情
報」をご覧ください。

https://
www.erca.go.jp/
erca/recruit/

「すこやかライフ」送付希望の方は、付属のハガキにてご連
絡ください。電話やFAXでも受け付けています。

WEB版すこやかライフでは、専門医などによるコ
ラムやQ&Aを毎月発信しているほか、関連動画や
すこやかライフのバックナンバーが閲覧できます。

TEL：044-520-9568 FAX：044-520-2134

すこやかライフ（年1回発行）をお届けします

WEB版
すこやかライフも
公開中！

https://www.erca.go.jp/yobou/zensoku/sukoyaka/
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マスクを清潔に携帯できる

「抗菌マスクケース」を
50名様にプレゼント！

P R E S E N T

抗菌素材を使用した「抗菌マスクケース」を50名様にプレゼントいたします。不
織布製使い捨てマスクなら最大5枚まで収納可能です。ページ最後の添付はがき
またはWEB版すこやかライフから、プレゼント応募欄の印、
氏名、住所をご記入の上、ご応募ください。
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